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はしがき   

本研究では、種々のコミュニティで構築されるア｝カイブシステムは、その保存性をよ  

り高めるためには相互に連携するのがよいと考え、そのための方式を考究する。アーカイ  

ブシステムを構築する以上、当該コミュニティは組織をあげてそのシステムの長期保全に  

努めるはずであり、長期保存データは十分生き残りの保護を受ける。このようなアーカイ  

ブシステムが互いにコミュニティを超えて、特に重要なデータを相互に預け入れる体系を  

作成すれば、いっそうデータの保全が図られる。障害回復時には預けたデータの返却を求  

め、万一、自システムが破壊・消滅の場合には、預けたデータは他システムで生き残るこ  

とができる。   

本研究では、上述の考えをディジタルアーカイブの国際標準ISOの参照モデルである  

OpenArchival‡n払rmationSystem（0AlS）に適用して、考療を進める。OAISは、任意に  

定められたコミュニティに射し、情報を保存する責任をもち、かつそれを利用可能にさせ  

るアーカイブである。コミュニティは多種多様であり、それぞれが保存する情報やデータ  

の性質は異なる。OAIS参照モデルでは、それにもかかわらず、長期保存の観点から最低限  

必要な遵守すべき枠組みを定め、それ以外はコミュニティごと自由な保存形式を定めるこ  

とができる。ここではOAユS準拠ではあるが、具体の保存形式が互いに異なるコミュニテ  

ィのアーカイブシステム間の連携保存方式を考察し、下記の結果を得た。   

OAIS参照モデルにおける保存情報の基本単位であるArchvalIn払r皿ation Packa酢  

仏IP）はCI（ContentIn払rmation）部とPDI（Pre8erVationDe8CriptionIn払r皿ation）部か  

らなる。源システムのAIPの内容、すなわちCI部とPDI部を一つの袋に封入し、その袋  

を目的システムのCI部で預かる。これにより、源システムのAIPを目的システムのそれに  

いちいち書き換える必要がなく、保存対象のデータ形態が異なるOAIS間においても預け  

入れ作業が簡単になる。   

目的システムには、袋と一緒に、それを開封する方位を記した開封説明書を預けておく。  

源システムで預けた情報を紛失しても、目的システムから袋とその開封説明書が返却され  

るので、それを参照して復元できる。そして、いつか、たとえ源システム全体が消失して  

も、預けた情報は目的システムで生き残る。目的システムでは袋の開封鋭明者もー緒に預  

かっているので、それに則り袋を開封すれば、元の情報を復元できる。   

マサチューセッツ工科大学とヒューレットパッカード杜が共同開発したディジタルアー  

カイブシステムDSpaceをOAほとみなして、コレクション単位での預け入れのモデルを  

インプリメントし、このモデルを確かめた。ちなみにDSpaceはその機能がOAIS参照モ  

デルのそれらによく対応したシステムである。   

国際標準OAISではその参照モデルで、アーカイブ相互間における利用面での連携モデ  

ルについては言及しているが、保存面での相互連携モデルには触れていないので、本研究  

の成果は本国際標準の発展に寄与するものと考えている。   
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ディジタルアーカイブシステム間連携による長期保存方式モデル  

田畑孝一  

＜抄録＞国際標準のディジタルアーカイブシステム Open ArchivalInformation  

System（OAIS）は情報の長期保存のためのものであるが、それらが互いに自身の保存情報を  

相手に預け入れることができれば、より一層長期の保存が期待できる。ここではそのため  

のモデルを提案する。OAIS参照モデルにおける保存情報の基本単位である Ar血ival  

In払rmationPackage（AIP）はCI（ContentInformation）部とPDI（PreBerVationDe8Cription  

Information）部からなる。源システムのAIPの内容、すなわちCI部とPDI部を一つの袋  

に封入し、その袋を目的システムのCI部で預かる。これにより、源システムのAIPを目的  

システムのそれにいちいち書き換える必要がなく、保存対象のデータ形態が異なる OAIS  

間においても預け入れ作業が簡単になる。目的システムには、袋と一緒に、それを開封す  

る方法を記した開封鋭明書を預けておく。いつか、たとえ源システムが消失しても、預け  

た情報は目的システムで生き残る。目的システムでは袋の開封説明書もー緒に預かってい  

るので、それに則り袋を開封すれば、元の情報を復元できる。DSpaceをOAISとみなして、  

コレクション単位での預け入れのモデルをインプリメントし、このモデルを確かめた。  

1．資料保存館の連携についての基本的考察   

米国の資料保存館で、日本にはもはや存在しないという日本の貴重な古い資料が“発見  

されだ’というような話をよく耳にする。このことは情報の長期保存のあり方についての  

有効な示唆をしている。その状況をもう少し詳しく考察すると、一日本のある資料保存  

館で、過去においてその資料の未来における貴重さに気づかず保存を心がけなかったか、  

あるいは保存に心がけたにも関わらずそれを消失してしまった。一方、米国の資料保存館  

では、その資料の内容はよく分からないが、何か貴重なものらしいとのことで、その当時  

の係りの人が、日本語は読めなかったが、資料を袋に入れ、その表面にその資料の由来を  

英語で簡略に記載して書庫のどこかにそれを保存した。それが、今になって発見、その貴  

重さが再認識されて、英静による内容説明と共にその館のものとして正式に登録された。  

その資料は日本にとっても大切で、その複製が改めて日本のどこかの資料保存館でも保存  

されることになった。－   

このことを参考にして、資料保存館の相互連携による長期保存のモデルを考察する。  

（1）ある資料保存館（上の例では日本の資料保存館）で、ある資料の長期保存を計画する。  

しかしながら、自館のみで資料を保存していても、それがいつか消失するかもしれな  

いので、特に大切なものは、他館（遠くは、上の例で、米国の資料保存館）にそのコ  

ピーを預かってもらうことにする。預け先の館も資料保存を目的としているところな  

ので、預けた資料の生き残りについての確度は高い。  

科学研究費補助金（課題番号16500148）  
研究成果報告書 研究代表者 田畑孝一  

2006年3月  

1  

4   



（2）後になって自館でその資料を消失したとき、預け先の館からそれを戻してもらい、復  

元する。  

（3）けれども、さらに後になると、預け元の館において、資料を消失したことはおろか、  

何をどこに預けたかも忘れ去られる。そして、いつか、預け先の館でその資料が発見  

され、どこから預かったが判明し、預け元の館に返却され、そこで復元が行われる。  

預け元の館自体がもはや存在しない場合は、預け先館でそれを自館本来の資料の一部  

として保存・閲覧サービスすることになり、あるいは（日本の）別の相当する館に返  

却する。   

このことについて、預かり先の館での状況をさらに考察する。  

（a）預かり物については保管が主目的で、また預かり元の館とはそのサービス対象コミュ  

ニティが適うのでそれについての閲覧サービスをしない。  

（b）メタデータの体系は、一般に預け元、預け先で異なる。国が違えば、その記述言語・も  

異なる。預かった資料を自館本来の資料と同等の扱いをするには、各資料について、  

メタデータの自館固有の体系への書き直しや記述言語翻訳を行わなければならない。  

しかし、預かり物で、一般閲覧サービスをする訳ではないので、そのような作業はし  

たくない。  

（c）資料の内容や預け元のメタデータにとらわれず、気軽に預かるには、預かるべき資料  

とそのメタデータ（上の例では、日本語）を袋にいれた形でもらい、その袋に「いつ、  

どこの館から預かった預かり物P」（Pは単なる識別番号）ということを、自館の記述  

言語（英語）とメタデータ体系に従って書くことにする。例えば、［タイトル：預かり  

物P］、［創成者：預け元館］、［日付：預かり日］など。係りの人は、預け元のメタデー  

タ体系や言語（日本語）を理解する必要はない。その際、一緒にもらった袋の開け方  

を書いた文書（日本語）には、自館のメタデータ（英語）を作成し、袋と共に保管し  

て置く。  

（d）返却を要請された際には、自館のメタデータに頼って預かり物を探し出し、資料を袋  

に入れたまま、袋の開け方の文書もー緒に付けて、返却する。預け元の館では、その  

文書を参照して袋を開封し、袋の中の資料とそのメタデータを取り出し、自館に格納  

する。  

（e）ずっと後になって、預け元の館が存在しなくなった場合には、自館で（日本語が分か  

る人が）袋を開示・開封して、その資料とメタデータを理解し、必要に応じて自館の   

本来の資料として本格的に登録し、閲寛サービスに供する。その際、メタデータ（日   

本語）の自館固有の体系への書き直しやその記述言語の（英語への）翻訳が行われる。   

資料が作成されてから十分な歳月が経っているのでもはや著作権の問題はなく、閲覧  

サービスは公衆対象に行われる。  
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このモデルを図1で示す。日本に存在する預け元の資料保存館Aの側で、A館から預ける資  

料とそのメタデータ（日本語）を取り出してその両者を一つの袋に入れ、さらにその袋の  

開封説明書（日本語）を作成し、それらを米国の資料保存館Bの側に送る。B側では、袋と  

その開封説明書にB館固有のメタデータ（英語）を付けて、B館で保存する。袋に付けるメ  

タデータは、A館からいつ預かった何番目のもの（識別子）の経度の簡単なものでよい。開  

封鋭明春のメタデータは、それが預かり物の開け方が記述してある文書であることが判る  

ようにしておく。それを参照にして、後日、返却、開示・開封の作業が行われる。   

このモデルで保存資料館を日本と米国のそれで、記述言落もそれぞれ日本語と英落とし  

ているが、これは、違いをあえて強調するためである。同じ国における異なる資料保存館  

の間での連携が、むしろ普通である。資料保存館は、OAISでも言及しているようにコミュ  

ニティ対応に存在するが、それらのメタデータ体系は扱うデータの性質によって互いに異  

なる。例えば、大学図音館と宇宙観測センター資料館のように互いにデータの性質は異な  

るが、それらの館で相互連携して資料の保存を考えてもよいのである。また、この例で開  

封説明書を日本語で書くとしているが、これは預け元でそれを書くということを強調して  

いるだけである。預け元で袋に入れるのであるから、預け元でその開け方を書くのは当然  

である。   

このモデルの特徴は、  

（i）預け元、預け先の両館に対して、資料館本来のサービス以外の特別な機能を要求しない。  

本来準備されているダウンロード、アップロード機能しか使わない。  

（揖預け作業、返却作業などの作業環境を保持しなくてよい。必要なときのみその作業環境  

を整えばよい。預け作業のことが忘れ去られたずっと後になっても、保持されている開封  

説明書を参照して、返却作業、開示作業の環境を整えればよい。最終的に頼るのは、預け  

先の袋とその開封説明書のみである。それらが預け先で消失しない限り、保存が継続され  

復元が可能である。  

（i迅速携館のメタデータ体系（および記述書語）が異なっていてもよく、かつそれらの体系  

を相互に変換しなくてよい。つまり、保存対象のデータ形態が異なる OAIS間においても  

預け入れ作業が簡単である。  

2．OAIS間の連携保存   

国際標準ISOの参照モデルであるOpenArchivalIn肋mationSystem（OAユS）は、任意  

に定められたコミュニティに対し、情報を保存する責任をもち、かつそれを利用可能にさ  

せるアーカイブである【1】。   

コミュニティは多穣多様であり、それぞれが保存する情報やデータの性質は異なる。  

OAIS参照モデルでは、それにもかかわらず、長期保存の観点から最低限必要な遵守すべき  

枠組みを定め、それ以外はコミュニティごと自由な保存形式を定めることができるように  
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なっている。一方、OAIS参照モデルでは、こうしてできたコミュニティ対応のアーカイブ  

システムが相互連携して利用者にサービスを行うための、利用連携モデルを提示している。  

しかしながら、それはこれらが相互連携して、より長期の保存を企てるモデルを提示して  

いない。   

この論文では、OAIS参照モデルに準拠したアーカイブシステムが互いに連携してより長  

期の保存を企てるモデルを1．で論じた考察に基づき、提案する。アーカイブシステムはそ  

れが作られる以上、コミュニティが組織をあげてその長期保全に努めるはずであり、長期  

保存データは十分生き残りの保護を受ける。このようなアーカイブシステムが互いにコミ  

ュニティを超えて特に貴重なデータを相互に預け入れることができれば、いっそうデータ  

の保全が図られる。ところが、データ体系がコミュニティ対応で異なるので、他のアーカ  

イブから預かるデータを自アーカイブの体系に書き換えるとなると、その作業が個別的か  

つ膨大になる。本論文ではそのような作業を行うことなく、異なるアーカイブシステム間  

で保管が可能となる方式を提案している。   

0AlS参照モデルでは、保存すべき情報をArchivalIn肋mationPackage仏IP）で表す（図  

2）。  

Pre8erVation De畠Cription  

ContentInfomation  Information  

Fig．2ArchivalInformationPackage（AIP）   

AIPは、ContentInbr皿ation（CI：コンテンツ情報）およびPreservationDescription  

Information（PDI：保存記述情報）と呼ばれる二つのタイプの情報を入れる概念的なコンテ  

ンナである。CIはもともと保存すべき対象となっている情報である。CIは、ContentData  

Object（CDO）とそのためのRepresentationInformation（RI）からなっているが、このRI  

は、当該コミュニティがそのCDOを理解できるようにするのに必要なものである【1】。  

1．で論じた資料とメタデータは、AIPのそれぞれCIとPDIに対応する。資料保存館A側  

で資料とメタデータを一つの袋に入れ、資料保存館B側でその袋にB館のメタデータを付  

けて保管することは、次のことに対応する（図3）。すなわち、源システム（OAIS A）の  

側でそのCIとPDIを一つの袋に入れる。目的システム（OAISB）側ではその袋を自身の  
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AIPのCIに入れ、PDIにはその目的側のメタデータを入れる。目的システム側のFDIは、  

源システム側のそれを書き換えたものではなく、たとえば「OAISAから、ⅩⅩ年YY月ZZ  

日に、預かった物P」（Pは識別番号）という記述である。なお、目的システム側で袋の入  

る位置は、正確には後に述べるように、CIの中のCDO部である。   

資料保存館Aで作成された開封説明書については、次のことに対応する。すなわち、源  

システム側で用意した開封説明書を、目的システムのAIPのCIに入れ、PDIにはそれが  

開封情報であることが目的システム自身で識別できるように作成されたメタデータを入れ  

る。上と同様、正確には説明書の入る位置はCI中のCDO部である。  

墓〔、    感日  
A伊   

Destination System 

AIP   

SourceSystem  

Fig・3TheconceptofdepositingbetweenOAlS’s  

3．連携保存モデル   

モデルをより詳細に述べる前に、いくつか用語を説明する。  

（め封入とは、源システムの封Pの内容、すなわちその構成要素であるCIとFDIの内容を  

一つのⅩML文書で表すこと。この文書を封入文書と呼ぶ。ⅩML文書にするに先立って、  

ビット列の部分はbase64BinaⅣによって文字列に変換する。なお、文書で使用している文  

字セットの符号化を、ⅩML宣言のencodhgパラメタで指定する。  

（b）開封とは、封入文書から、封入された封Pの内容、すなわちその構成費素CIとPDIの  

内容を取り出すこと。base64Binary変換されている文字列はその逆変換によってビット列  

に戻す。  

（d開封説明書は、封入文書がどのように作成されたかを説明することによって、封入文書  

の開封を可能にする文書。  

（心開示とは、目的システムにおいて、預かっている封入文書の中身を覗き見ること。封入  

文書はⅩML文書であるので、ⅩML宣言のenco血喝パラメタで指定された文字セット環境  

を用意すればその中身を覗き見ることが可能である。必要に応じて、封入文書を開封する。  
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封入文書の作成方法をより詳しく説明する。源システムのAIPの内容、すなわちその構  

成要素であるCIとPDIの内容を式（1）のように一つのⅩML文書で表すことによって、封  

入文書を作成する。なお、CDO部において、base64Binary変換により文字列にした部分  

は＜base64Binary＞と＜n）aSe64Binary＞で囲む。  

＜？Ⅹmlencoding＝’‥．’？＞  

＜API＞＜CI＞＜CDO＞ⅩⅩⅩ＜／CDO＞＜RI＞ⅩⅩⅩ＜／RI＞＜／CI＞＜PDI＞ⅩⅩⅩ＜rPDI＞＜仏PI＞  式（1）   

式（1）はその典型を示しているので、その構成は単純に見える。しかしながら実際にはも  

っと複雑な構成となる。CDO部には複数のDataO旬ectでかつ異なるデータ形式のものが  

含まれることが多い。たとえば、ある（一つの）HTML文書はそれによって参照されるい  

くつかのJPEGデータと共に構成されている。一方、CIにおいて、CDO部とRI部が明確  

に分かれているとは限らない。たとえばRIに相当する表現情報をファイル名abcde，PrqSt  

の拡張子として、abcde．htmlやpqrst．jpgなどと表すことも多い。なお、式（1）の生成は、  

テキストエディタ等を用いて手作業でも出来るが、後に述べるようにコレクション単位の  

場合は、プログラムを作成して一括処理する。   

式（1）はアーカイブシステムによって異なるので、その構成を鋭明する文書が必要となり、  

それは源システム側で作られる。後日、この文書によりCDO部の構成が理解でき、封入文  

書の開封ができる。この文書を開封説明書と呼ぶ。この説明書は基本的には文字テキスト  

である。ba8e64Binary変換方法の説明も行う。  

＜預け入れ作業＞目的システムのAPIのCIにおいて、CDO部に源システムで作成さ  

れた封入文書を入れ、RI部には「ⅩML文書」と記述する。RI部の記述により、CDO部に  

ある情報がⅩML文書であることが分かる。目的システムのAIPのPDIには、「OAISAか  

ら、ⅩⅩ年YY月ZZ日に、預かった物P」と記述する（Pは識別子）。   

開封説明書は目的システム側のAIPのCDO部に入れ、RI部にはその表現形式を記述す  

る。1．の例のように日本語で書いた場合は「日本語テキスト」と記述する。PDIには「OAIS  

Aからの預かり物の開封マニュアル」と記述する。なお、開封・開示のためのプログラムを  

予め用意しておく場合は説明書と一緒にCDO部に入れ、RI部にそのプログラムの実行環  

境の情報も入れておく。しかしながら、それらプログラムの実行環境が、源側・目的側い  

ずれにおいてもそれが返却・開示の時点で利用可能な状況であるかどうかどうかわからな  

い。実行環境がもはや存在しないときは、開封説明書を参照して、改めてプログラムを作  

成する。  

＜返却作業＞目的システムから返却された封入文書を源システムで開封し、復元され  

たAIPを源システムで再登録する。開封説明書を参照して、開封する。  
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＜開示作業＞目的システムで封入文書を開示し、必要に応じて開封し、それを目的シ  

ステムで登録する。  

4．コレクション単位のモデル   

連携保存するに際し、保有している保存情報を一件単位で他システムに預けることもで  

きるが、現実的にはコレクション単位で預けることになる。OAIS参照モデルでは、コレク  

ションを次のように表している。AIPには、AIC（ArchivalIn鮎rmationCollection）とそ  

のメンバーに成りうるAIU（ArchivalInformationUnit）の2種類がある。AIUのCIには一  

件の保存情報を入れる。AICのCIにはそのメンバーになるべきAIUを同定できる情報を  

入れ、それによってコレクションが形成される。  

OAIS A OAISB  

AlC：ArchivalIn血rmationCollection  

AlU：ArchivalIm払rmationUnit  

Fig．4DepositingaCollectionbetweenOAlS’B  

（1）封入と預け入れ   

源側で源システムからコレクションをダウンロードし、一連の封入文書を作成する。作   

成された一連の封入文書に目的側でそれらにPDIを付加して、目的システムにアップ   

ロードし、コレクションを形成する。（図4）  

（1．1）源側：ダウンロードと封入   

AICとAIUは共にAIPであるので、封入文書の作成程はいずれも3で述べたのと同一で  

ある。これらを源システムから一括ダウンロードの上、一件ごと封入作業を行う。処理対  

象が多数で手作業は困難なので、それらを一括処埋するプログラムを作成して実行する。  

科学研究費補助金（課題番号16500148）  

研究成呆報告書 研究代表者 田畑孝一  

2006年3月  

11   



すべての封入文書に共通な開封説明書（返却・開示プログラムも含む）を3に示したよう  

に作成する。なお、コレクションの一括ダウンロード機能は、OAユSでは標準装備されてい  

るものと考えられる（DIP：DisseminationIn払rmationPackageの一形態として）。  

（1．2）目的側：預け入れとアップロード   

目的システム側において、預かるべき個々の封入文書を3と同様、AIPのCDO部に入れ  

るが、多数なので、目的側AIPの生成を一括処理するプログラムを作成する。その際、pDI  

の記述には、預かった袋を識別できるように、プログラムで生成する一連番号iを入れる。  

つまり、PDIの記述は「OAISAから、ⅩⅩ年YY月ZZ日に、預かった物i」となる。なお、  

すべてのRI部には、3と同様、「ⅩML文書」と記述する。－一括処理で生成した…連のAIP  

を目的システムに一括アップロードする。一括アップロード機能は、OAISに標準装備され  

ているものと考えられる（SIP：SubmissionInhrmationPackageの一形態として）。一括  

アップロードされたAIPをA‡Uとみなして、目的システムで一つのコレクションを形成す  

る。さらに、開封説明番をこのコレクションにAIUとして付け加える。このコレクション  

のAICは目的側で作成する。開封説明書とAICの登録は手作業でもよい。  

（2）返却と開封   

まず、目的システムで預かりコレクションを同定し一括ダウンロードする。ダウンロー  

ドされたすべての目的側AIPのCDO部から封入文書を取り出し、その開封説明書と共に、  

源システムに返却される。開封説明書と（もしあれば）添付された開封プログラムにより、  

一連の封入文書から源側AIP（AICおよびAIU）を取り出し、源システムに一括アップロ  

ードし、コレクションの復元を行う。  

（3）開示と開封   

目的システムで預かりコレクションを同定し一括ダウンロードする。ダウンロードされ  

たすべての目的側AIpのCDO部から封入文書を取り出す。それら封入文書（ⅩML文書）  

を連接し、一つのⅩML文書に構成する。これをMicro80f＝奴celで取り込めば、封入文書、  

つまり源側A王Pの内容を表の形（Excel文書）で一覧できる（図5）。表示に先立って、源  

側AIPのCDO部にはデータオブジェクトに代わって、ダウンロードファイル中の封入文  

書の所在を示すポインタを入れておく。一覧表のPDI部（1．の例では日本語）を読むこと  

によって、必要なものがあればその封入文書を開封する。込み入った条件で検索するとき  

は、Excel文書をMicroso氏Acce8Sで開く。  

Ⅱ）   CDO   I RI PDI   

IO   C舟pp／qqq／1／mO．xml  ⅩⅩⅩ   ⅩⅩⅩ   

Il   C：／ppp／qqq／2／ml．xml  ⅩⅩⅩ   ⅩⅩⅩ   

Ⅰ2   C：ノppp／qqq／3血T2．xml  ⅩⅩⅩ   ⅩⅩⅩ   

CDO：LaationoftheendoBingdocumentinBteadofdataob3ect8  

ⅩⅩⅩ：Japane8eteXt（intheca眉eOfExanpleFig．1）   

Fig・5 TableofBOurCeAlP’80btainedbydisclosing  
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5．DSpaceによるモデルの実証実験   

提案したモデルを検証するために、実際にパイロットシステムを構成した（図6）。OAIS  

に相当するアーカイブシステムとしてDSpace【2】を用い、預け入れ・返却・開示作業を行う  

環境としてWindowsXPを用いた。源側、目的側の両方とも同じDSpaceなので、このモ  

デルの検証に適していないと思うかもしれない。しかし、源側から取り出したAIPをその  

まま目的側に預ける訳ではないので、問題はない。目的側では袋詰めされたAIP、すなわ  

ちⅩML文書を預かるので、源側のシステムアーキテクチャは何であってもよい。同様に、  

源側では預け入れ時に袋詰めしたAIPを袋のまま返されるので、目的側のシステムアーキ  

テクチャは何であってもよい。   

実証実験では、コレクション単位での預け入れ・返却・開示を行った。DSpaceには、一  

件処理のためのWebインタフェースと一括処理のためのコマンドがある。BatchItem  

ExporterおよびBatchIte皿Importerは、それぞれ一括ダウンロード用、一括アップロー  

ド用のコマンドである。いずれも、コレクションを指定してその要素を一括処理する。こ  

れらBatchコマンドはDSpaceBimplearchiveformat［3〕を使用している。このfoTmat  

は多くのアイテムからなるディレクトリで、アイテムごとにサブディレクトリがある。各  

アイテムのディレクトリはAIP部を含むファイルを含んでいる。   

これに基づき、封入（enclo8e）、預け入れ（depo8it）、返却（re七urn）、開示（diBClo8e）の各機能  

を作成し、図6のようにそれぞれのWindowsXPにインプリメントした。開示にはMicroso氏  

ExcelとMicrosoftAccessを利用した。   

この実証実験は、モデルの検証のみならず、モデルの形成過程に役立った。  

UNIX  

WindowBXP   WindowsXP  

Fig．6Ⅵ汀ificationoftheModelusingDSpace   
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ACo‖aborationMode書betweenArchiva］Sy＄temS   

toEnhancetheRe‖abi］ityofPreservation  

byanEnc］ose・and・DepositMethod  
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5thlnternationaIWebArchiving Workshop（IWAWO5）  

1WAWO5（ECDし■05）．V始nna  2005－9－23  
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・Archiving／preservationofdigitaIresources   
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－LanguageforDescribingMetadata  
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Backgroundan8Goa畳（COnモ’d）  
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re（iabJe？  

Risks   
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keeparchivesa］ive   
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－EncJoseapreservedresourceintoabagwith  
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bagtoaco＝aboratingarchive（OrarChives）  
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BagandAIP  

＜？xmJversion＝”1．0”encoding＝”xxx”？＞  

くAIP＞   

くCl＞  

＜CDO＞xxX＜／CDO＞  

くRl＞XXX＜／R暮＞   

く／CI＞   

＜PDI＞w＜／PDI＞  

＜ノAIP＞  

ヰ▼ヰ  

＼＼－－－－＿－＿ノ  

ABagc「eated   

fromasourceAIP  XMLlmpIementationofaBag  

ASke旭tonofanXMLinstancewhichencIosesSourceA（P  

］WAWO5（ECDL’05）．Viema  2005・9－2a  
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Ba9andAIP  
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archiveforarchivemanagersin血ture  
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∂／℃加ゾウ8∩血〃m8J？f  

XXXXXXX  

XXXXXXX  

XXXXXXX  

XXXXX  
RealiヱedasanXMLinstance  

く？xmlv別tlon■”1．『●nCOdln9サー，M”？＞  

くAIP＞   

くCl＞  

qubCl＞くCDO＞m〃CDO＞くRl＞XXXくJRl＞〃■ubCl＞  

く轟ubCl＞くCDO＞Ⅲ〃¢DO＞く剛＞Mく／Rl＞可■UbCl＞   

く■ubCt＞くCm＞XXX可CDO＞くRl＞mくJRl＞〃義ubCl＞   

〃Cl＞   

くPDl＞XXX可PDl＞  

くJAIP＞  

Sourc金AIPr鴨tO柁d  

AnXMLin＄bnce  

（AExamp始がmu】UpleO叫8d＄）  
AManuaJrequiredtorestoreabaq  

2005－9－23  1VVAWO5（ECDL’05），Vienna  
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EncodingofaCo”ection  
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＜AIP＞＜C［＞＜CDO＞yy2＜／CDO＞＜Rl＞xxx＜／RI＞＜／C］＞＜PD暮＞XXX＜／PDI＞＜仏（P＞  

＜／Co】ledion＞  
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CDO   Rl   PDl   

C：JpppJqqq／1J汀鳳Xml   XXX   Ⅲ   
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TableofSourceAJP＄ObtainedbvDiscJosinqtheBaqof睡  

3  lⅥ帆WO5（ECDL■05）．∨ぬnna  2005－9－2  

ImpIementation  

剛脚 DSpaceS 
加血  

Window8ⅩP  I  Windows XP 
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“EncIo＄e－and－DeDOS汁”modelusinqDSDaCe  
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Summary  

・ASimpIeSchemeforDecreaslngRisksof ＝  
Preservation  

・Simp］icityforHeterogeneousCommunities  

ThankYou！  
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ACollaborationModelbetweenArchivalSystemsto   

Enhance the Reliability of Preservation by an 

Enclose－and－DepositMethod  

KoichiTabata，TakeshiOkada，MitsuharuNagamori，TetsuoSakaguchi，and  
ShigeoSugimoto   

GraduateSchoolofLibrary，InfbrmationandMediaStudies，Universiり′OfTsukuba，1・2  

Kasuga，Tsukuba，305－8550Japan  

（tabata，Okadatak，nag8mOri，Saka，Sugimoto）＠51is・tSukuba▲aCjp  

Abstract．Thispaperproposesamodelofcooperatingarchivalsystemsthat  

mutual1y deposit archived resourCeSin orderto enhancethe reliability of  

long－termPreSerVation・Inthemodel，areSOurCeanditspreservationmetadata  

inasourcearchiveareenCIosedtogetherinabag，andthebagisdepositedin  

destinationarchiveasaresource．Theproposedmodelisasimpleapproach，but  

itis advantageous fbr the fbIlowing reasons：（1）Duplication ofresources  

enclosedin a bag preserved under di飴rent environments enhances the  

reliabilib，Ofarchiving；（2）Simplicib，is an essentialfhctorin making the  

technoIogy adoptablein smallarchivcsandin making preservation more  

reliable；（3）Noarchivalsystemsarepermanent，eSpeCiallythose createdby  

Smallorganizations；（4）Re・Wdtingortranscribingmetadataisnotnecessary・  

ThispapernrstdiscussestherequlrementSforcollaboratingdistributedarchives  

andthen proposcs a simple“enclose－and・deposit”model・The modelis  

examinedforbothdepositofaslngleresourceanddepositofacollectionof  

resources．Thelastsectiondescribesanimplementationofthcmodel，uSlng  

XMLastheencodingschemeandDSpaceastheunderlyingarchitectureofthe  

COllaboratingむ℃hivalsystems．  

1．Imtroductiom   

Precious oldJapanesematerialthatnolonger existsinJapanhas oRenbeen  

reportedtohavebeen”discovered’’inanarChiveiTltheUnitedStates，implyingan  

e蝕ctivemethodfbrthelong－termpreSerVationofinfbrmationresources・Analysis  
Ofthespec摘ccircumstanceso触nrevealsthatanarChiveinJapandidnottryto  
PreSerVethatmaterial，nOtr飽Iizingitsimportanceforthefuturc，Orlostthematerial  

despitetheintentiontopreserveit．IntheAmericanarChive，however，itisassumed  

thatsuchmaterialisimpo血teventhoughitscontentsareunClear・Thepersonin  
Charge at that time，despite his／berinabil吋to understandJapanese，tyPically  

encloses the materialinastoragebag and preservesthe bagsomewhereinthe  

5thlnterna‡ionalWebArchivingWorkshop（IWAWO5）  
September22and232005，Vienna，Austria  
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archive after noting onits sur免ce，in English，the orlgln Ofthose materials．  

Re－discoveredlater，thismaterial’simportanceis recognizedanew；itisformally  

registered as belonglng tO that archive；and an explanation ofthe contentsis  

providedin English・Such materialmay be verylmpOrtant fbrJapan as welI，  

therefore，adecisioniso鮎nmadeto storeacopy ofthematerialinaJapanese  

archivealso．   

Suchaprocessoccursevenifthearchivedmaterialisadigitalresource．Many  

resourcesarecreatedandpublishedontheIntemet．Depositlibrariesaremaking  

e恥rts 

importanCeand to describe detailed metadata asthe OAIS r曲rence model  
recommends・Theonlyorganization（OrPerSOn）thatcanapPrOPriatelydescribethe  
metadatarequired fbr preservation ofaresourceisthe onethat has created the  

resource．However，itisdi餌cultfbrtheorgani2：ationtorunitsownarchivalsystem  

in asecure environmentandforaverylongtime，eXCeptinsuchcasesaslegal  

depositlibraries andlarge－SCale governmentalinstitutions．Co11aborationamOng  

thoseorganizationsisakeytorealizingreliablcarchivalsystems．   

We borrowthe phrase“Lots ofCopies Keep StuffSafb”丘om the LOCKSS  

prqject［1］toencouragethecreationofmultiplelegalcopiesofarchivedresources  
inordertoenhanCethereliabilityofarchives．TheOÅISrefbrencemode）doeso飴r  

a highly reliable selfJcontained modelto preserve digitalresourcesin a slngle  

SyStem．However，intheInternetenvironment，manyOrganizationsrunthcirown  

archivalsystemsusIngOpenSOurCeSO允waresuchasDSpacc，andnota11archival  

SyStemSareaSreliableastheyshouldbe．Thus，inordertoenhancethereliabilityof  

preservation，We need to buiId anetwork ofcollaborating archivalsystems that  

mutuallydepositcopleSOftheirvaluableresources．  

2．RequlrementSAnalysisforCollaboratingArchivaISystems ●  

Thissection analyzesthescenariopresentedintheprevioussectioninorderto  

establish requlrementSfor a modeloflong－term preServation by colhborating  

archives．  

（1）An archiveinJapan planSlong－term PreSerVation oftheir valuable digital  

resources．However，ifaresourceispreservedinonlythelocalarchive，itmaybelost  

SOmeday，SOtheydecidetodepositcopleSOfimportantitemsinan0therarchiveinthe  

UnitedStates．Becausethedestinationarchivefbrdepositingtheresourcesalsohas  

the responsibility of pres訂Ving digitalresources，the survivalofthe resources  

deposited舟omJapanishighlyprobable・  

（2）IfthatresourceinthelocalaTChiveislostlater，itcanberecovered舟omthe  

destinationarchive．  

（3）Stilllater，nOtOnlythenameoftheresourcebutalsothenameofthedestination  

arChiveisnolongerinpeOple，smemory・Atsomepoint，theresourcewillhappento  

befoundinthedestinationarchive，andtheresourcewi11berestoredtothesource  

archive．IfthesourceaJ・Chivenolongerexists，thedestinationarchivemaypreserve  

5thInternationalWebArchivingWorkshop（IWAWO5）  
September22and232005，Vienna，Austria  
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theresourceando飽ritforpublicperuSal，OrtranS危rittoanequivalentarchivein  

Japan．  

Withregardtosuchasituation，itisimportanttoinvestigateseveralissuesfbr  

PreSerVationbycollaboratingarchivalsystems・  

（a）   TheresourcesdepositedintothedestinationarChiveshouldnotbedirectly  

providedtoend－uSerSbythedestinationarChive，becausethedestinationarchiveisa  

back－upfunctionforthesourceandtheaudiencecommun吋ofthedestinationmay  
notoverlapthatofthesourcearchive・Thus，thedestinationarChiveisnotamirrorlng  

archiveof也esource．  

（b）  In general，the metadata schemata ofthe archiveswi11di蝕r・Inthis  

example，thelanguageSuSedtodescribethemetadataaredi蝕rent・Tohandlethe  

depositedresourceinaschemaequlValenttothatofitsownarchive，tranSCription  

and／ortranSlationofthemetadata舟omtheorlgInalfbrmintothetargetschemamust  

be per払rmed to transfbr each deposited resource．However，the costs fbr  

tranSCriptionandtranslationshouIdbeavoidedunlessthedestinationarchivedirectly  

providesdepositedresourcesfbrtheend－uSerS・  

（C）   Regardlessofthecontentsoftheresourceorthemetadata舟omthesource  
archive，the destination archivewillrcceivethe deposited resourceas wellasthe  

metadata舟om the source archive（theJapanese archivcin the above casc），alI  

enclosedinabag，andwi11addthenotc“DepositedResourceP”wherePisasimple  

idcntificationnumber・AIsonotedonthesuぬceofthebagwil＝）eadescriptionof  
When and舟om what archive the resource was received，uSlngthe description  

language（Eng］ishin this case）andthe metadata system ofits own archive．For  

example，theaddednotesmayread【Title：DepositedresourceP］，【Creator：Source  

archive】・Ifthepersoninchargedoesnotunderstandthemetadatasystem orthe  
language（JapaneSe）ofthesourcearchive，the metadata（in English）fbrits own  

archiveispreparedfbrthedocumentdescribingthemethod（inJapaJleSe）ibropening  
theb喝，andisstoredwiththebag．  

（d）   WhenthedestinationarchivereceivesarequesttoreturnareSOurCe，the  

depositedresourcewillbeIocatedbyr曲rringtothemetadataofitsownarchiveand  
returnedasenclosedinthebag，tOgetherwiththedocumentindicatingthemethodof  

Openlng・Thesourcearchivewil）opentheb喝byreferringtothedocument，takethe  

resourceandmetadata録omthebag，andstoretheminitsownarChive．  

（e）   rnthe蝕ture，ifthesourcearchivenolongerexists，thecorrespondingbag  

willbeidenti鮎dandopenedatthedestinationarchivetoinvestigatetheresourceand  

itsmetadata・Inthepreviousexample，iti‡naturaltoassumethatthedestination  

Organi2：ation cou）d hire a person who understandsJapanese or could request  

assistance舟omanotheraTChivethathasexperiencesinhandlingJapaneseresources・  

Th¢一¢SOurCeisthenregisteredfbrma11yasanonglnalresourceofitsownarchive，  

dependingonthenecessityofo騰ringitforpublicperuSal・ThemetadatainJapanese  

wi）lberewittenintothepropersystemfbritsownarchive，andthedescription  

languagewi11betranSlatedintoEnglish・Becausesu用cienttimewilllikelyhave  

passed since the resourcewas created，there should beno copyright problem；  

therefore，theresourcecanbeofftredfbrpublicperusal・  

5thlnternationalWebArchivingWorkshop（lWAWO5）  
September22and232005，Vienna，Austria  
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Fig．1．BasicConceptofDcpositingbetweenArchives：Onthesourccside，areSOtmZndits  

preservadonmetadatainArchive S areenclosedtogetherinabag，andapr叩且帽dmanual  

describeshowtoopenthebag．ThebagandthemanuaIarebusfhedtodledestination，and  

depositedinArchiveDwithD’spreservationmet8d8ta．  

ThisrnodelispresentedinFig・1・ArchiveSIthesourcearchiveinJap肌，Selects  

thercsource andmetadatatobedeposited．Enclosingbothofthemin abag and  

prcpanngarnamalぬropeningthebag，thesourcearchivesends伽mtoArdhiveD  

intheUnitedStates．ArchiveDpreservestheb喝aJlditsmanualぬropenlngby  

attachingthepropermetadata・Themetadatatobcattachedtothebagm町besimple，  

indica‡ingonlythesourcearchive（e．g・，ArchiveS，thedateofdeposit，andtheserial  

numberoridenti鮎roftheit¢m）．Themetadatafbrthemanual伽openingshould  

5thInternationalWebArchivingWorkshop（IWÅWO5）  
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describethemethodforopenlngthedepositedresource・Thereturn，disclosure，and  

openlngWillbeperfbrmedatalatertimebyrefbrringtothemanual・   
Thisscenarioemphasizesthedi飴rencesbetweenarchivcsindi蝕rentcountries  

（e．g．，thoseinJapanandthoseintheUnited States）・However，eVeninthesame  

countryorinregionswherethesamelanguageisspoken，di飴rencesexistbetween  

訂Chivesthat serve di飴rent communities．As rnentionedin OAIS，their metadata  

schemasdi蝕r，dependingonthepropertiesofthedatainvoIved・Forexample，the  

dぬpropertiesfbrthearchiveofauniversitylibraryandthoseforthatofaspace  
Observation center are not the same；however，they can collaborate to preserve  

TeSOurCeS．  

RequlrementSdetermined舟omtheabovescenarioareaSfbllows・  
（i） Neitherthesourcearchivenorthedcstinationarchiveisrequiredtoaddany  

SPeCialfunctionsbeyondthosevitaltothemanagementfunctionsofthearchive・No  
伽nctionsotherthandownloadanduploadwi）lbeused．  

（ii） The wo止environment to trans飴r the archivalinfbrmation packages  

betweenthearChivesdoesnothavetoberetainedandwouldbesetuponlywhen  

required．Evenlongafterwards，theworkenvironmentfbrdepositandreturnwork  

may be re・eStablished by refbrring to the manualfbr openlng，Which should be  

retainedwiththeresource．Thus，theonlyitemsthathavetobepreservedarethebag  

anditsmanualfbropenlng．Aslongastheseitemsaremaintainedbythedestination  

archive，theresourcecanberecovered．  

（iii） Th¢metadataschemaandthedescriptionlanguagemaydi飽rbetweenthe  
COllal）OratingaTChives，butmutual1yconvcrtingtheirschemasisunnecessary．Deposit  

CaneaSilybeaccomplishedevenbetweenOAISsthatpreservedi蝕rentfbrmsofdata．  

（iv） Thedepositedresourcescanbere－depositedtoathirdarchive．Thebagcan  

beplacedinanewbaganddepositedinthethirdarchive．Themetadataattachedto  

thebagwi11describethedeposithistoryandtherequiredfunctiontorecoverthe  

enclosedresource．Thisfbatureclear1ydelineatesthedi蝕rencebetweenthismodel  

andtheconventiona］backupfunctions，）nCludingmirrorlng．  

3・CollaborativeInter－Archive Deposit ofArchivalInformation   

Package  

lntheISOr曲rencemodelfbranOpenArchivalInfbrmationSystem（OAIS），an  

OAISisdefinedasanarChivethathas acceptedtheresponsibilityforpreserving  

infbrmationand makingit availabIe fbr a Designated Community［2］．These  

COmmunities arediverse，andtheproperties oftheinfbrmationand datastoredby  

individualcommunities di飴r舟om each other．Nevertheless，the OAIS refbrence  

modelspeCi重es a放amework ofguidelines to be considered astheminimum  
requlrementS舟omtheviewpointoflong－termPreSerVation，Whileallowlngindividual  

COmmuniticstoestablishfieearchivalformsoutsidethe舟amework．Inaddition，the  
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OAIS re触－enCe mOdelpresents severalmodels fbr consumer services provided  

throughthemutuaJlinkagesofdi飽rentarchivesystems．However，ithasnotyet  

PreSentedamodelrepresentinglong・termpreSerVationthroughthemutuallinkagesof  
thesesystems．  

Inthispaper，WeprOpOSeamOdelprdectingadditionallong－termpreSerVation  

through mutuallinkages between archive systems that complywiththe OAlS  

refbrencemodel，basedonthediscussionsdescribedabove．Onceanarchivesystem  

hasbeen established，thecommunity willendeavorto maintainitinde魚nitelyby  

invoIvingthewholeorganization，SOlong－termarChivalresourcesmustbesu餓ciently  

protected in order to survive. If such archive systems can mutually deposit 

particularlylmpOrtant reSOurCeS，the resourceswillbe more reliably preserved・  

However，metadataschemasdi蝕r舟omonecommun吋toanother，SOreWritingthe  

metadataofresourcesdeposited舟om asourcearchiveintothedestination archive  
Willrequlreatremendousvolumeofwork・Inthispaper，WeprOPOSeaSyStemtO  

enable the mutualstorage of resources between di蝕rent archives without  
necessitatingsuchwork．  

IntheOAlSrefbrencemodelIinformationtobepreservedisexpressedbymeamSOf  

anArchivallnformationPackage（AIP）（Fig．2）．AnAIPisaconceptualcontainer  

holding two types ofinfbrmation：ContentInformation（CI）and Preservation  
DescriptionInfbrmation（PDl）．AC7consistsoftheContentDataO旬ect（CDO）and  

its associated Representationlnfbrmation（RI）needed to make the CDO  
understandabletotheDesignatedCommunity［2］．  

恥s¢nr如ioll  

Cont8ntInfbm8don Desmp加nIn払m餌ion  

AIP  

Fig．2・ArchivallnformationPackage（AIP）  

TheresourceanditsmetadatafbrpreservationcorrespondtotheClandPDlofthe  

AIP，reSpeCtively．Thepackagingoftheresourcewithitsassociatcdmetadatainab喝  

byArchiveSandthepreservationofthebagbyattachingthemetadatafbrArchiveD  

byArchiveDcorrespondtotheib1lowingprocess（Fig．3）．  

－Thesourcearchive（OAISS）enclosestheCIandthePDIinabag，  

－thedestinationarchive（0AlSD）putsthebagintheC10fitsownAIP．  

－ The PDIatthe destinationis notredtten食om that atthe source but contains   

descriptions such as“Item P deposited by OAIS S on XX YY ZZ叩（Pis  

ident摘cationrlumber）．  

－ThepositionwherethebaglSputatthedestinationis，tObeprecise，theCDO   

SeCtionoftheCl．   

The manualfbr openlng PrePared by Archive S corresponds tothe飴Ilowlng  
process；themanualfbropenlngPreparedatthesourceisputintheC10ftheAIPof  
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thedestinationsystem，andthemctadatacreatedtoenablethedestinationsystemto  

identifyitastheinformationfbropeningisputinthePDl・Asintheabovecase，tObe  

precise，themanualisputintheCDOsectionlOftheCI・   

Thisnestedarchitecturehelpavoidcomplicatedtaskstointeroperatethesource弧d  

destinationarchivesanda1low“on・demanddisclosure”ofthepackagedinformation  

bythedestinationarchive．  

J〟〉   

DestinationArchive：D  

AIP   

SourceArchive：S  

Fig．3・ConceptofDepositionbetweenOAISs  

4．ModelofInter－arChiveDepositofaSingleResource  

Beforedescribingthemodelinmoredetai1，Wede重nethetermslistedbelow・  
（a）“Enclosing”meanstoexpressthecontentsoftheAIPofthesourcearchive，i■e・  

the contents ofits components，CIand PDl，aS a Slngle XML document・This  
documentis cal1edthe encloslngdocument・Be飴rebeingenclosedintheXML  
document，the bit－String portions are convertedinto charaCter Strings by  
base64Binary・Thecharacter setusedinthedocumentisspecinedby theXML  
encodingdeclara扇on・  

（b）“0pening”m¢anStOeXtraCtthecontentsoftheenclosedAlP，i・e・thecontents  

ofits components，CIandPDII舟omtheencloslngdocument・Characterstrings  
convertedbybase64Binaryarereconvertedintothecorrespondingbitstrings・  

（C）“Manualfbropening，，refbrstothedocumentthatenablesopeningtheenclosing  
documentbydescribinghowtheenclosingdocumentwasprepared・  

（d）“DiscIosure”meanstoviewthecontentsofthedepositedenclosingdocument  
onthedestinationarchive．Theenc）oslngdocumentisanXMLdocument，SOitis  
possibletoviewitscontentsbyprepamngthecharactersetenvironmentasspecified  
by the XML encoding declaration. 

LetusnowexplainthemethodfbrprepanngenclosingdocumentSinmoredetail・  
AnencloslngdocumentispreparedbyexpresslngthecontentsoftheAIPofthe  
sourcesystem，1・e・thecontentsofitscomponents，theClandthePDI，Withaslngle  
XMLdocumentasshowninExpression（1）．IntheCDOsection，thecharacterstring  
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being converted uslng base64Binaly js enclosed by ＜base64Binary＞ and ＜  

化鮎e64Binaけ＞．  

＜？xmlversion＝”1．0”encoding＝”xxx”？＞  

くAIP＞   

＜CI＞  

＜CDO＞xxxく／CDO＞  

＜RI＞xxx＜／RI＞   

＜／CI＞   

＜PDI＞xxx＜／PDI＞  

＜／AIP＞  
（1）   

Expression（1）represcnts a skeleton of an XMLinstance ofanenClosing  

document．The＜Cl＞containsoneorrnultipledatao句ectsofdi飽rentfbrmats．Inthc  

CaSe Of multiple data objects，the element of the ＜CI＞is expressed  

＜subCI＞xxx＜／subCl＞‥．＜subCl＞xxx〃subCI＞．Exampleofmultipledataobjectsis  

hypertextdocumentwhichiscomposedofasingleHTMLtextandoneormoreJPEG  

im喝eS．SomctimestheRIelernentmaybeomitted，forexample，inthecasethatthc  

創enameofaresourcehasafileextension，SuChas‘abcde．html’and‘pqrstjpg’．   

Expression（1）showsageneraIfbrmofanAIPencodedinXMLfbrtransmission  
between the archives．The schema to encode a resourceinto an XMLinstanCe  

dependsoneacharChivesystem・ÅdocumcntwhichexplainstheschemaoftheXML  

instancemustbepreparedbythesourcearchive・Thedocumentwillbere飴rredtoby  

thesourcearchivetoopentheenclosingdocumentandrestoretheresource・This  
documentiscalledthe“manualforopening”，Whichbasical1yconsistsofcharacter  

text，and also contains a conversion mcthod，e．g．base64Binary．The destination  

archiveneednotinterpretthedocumentunlessitisexplicitlyrequestedtodisclosean  

AIPandtorefbrmulatetheresource．  

Depositwork－Thedestinationarchivereceivesanenclosingdocument舟omthe  

sourcearchiveandcreatesaCIwhichiscomposedoftheCDOsent倉omthesource  
asanxMLinstanceandanRIwhichstalesthattheCDOisanXMLinstance．Then，  

thedestinationarchivecreatesanAIPbypackagingtheCIwithadescriptionabout  

theClibrpreservationinthedestinationarchive，i・e・PDI・DescripdoninPDfdepends  

onthepo）icyofthedestinationarchivebutasimpleexamplewouldbeatextwhich  

tellsthefhctthatthedestinationarChivereceivedtheresource舟omanotherarchive，  

e．g．“ItemPdepositedbyOAISSonXXYYZZ”（PistheidentiBcationnumber）・   

Amanualfbropenlng，Withoutbeingenclosed，isputintheCDOsectionofan  

AIPofthedestinationarchive．ThedescriptionlamguageofthemanualisglVeninthe  
RIsection．ThePDIwillrecord“themanualforopeningtheitemdepositedbyOAIS  
S・HIfprogramSfbropenlnganddisclosurchavebeenprcparedinadvance・theyare  

putintheCDOsection・Environm¢ntinfbrTnationforexecutingtheprogramsISputin  

the RIsection．The archive systems guaranteethat any AIP tranSfbrred to a  
destination archive can be rcbuilt asit was butthey cannotguarantee thatthe  
programSenClosedinanAIPareexecutableatanytime・  
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Retumwork－Theencloslngdocumentretumed舟omthedestinationarchiveis  
OpenedbythesourcesystemandtherecoveredAIPisregisteredtothesourcesystem・  

0peningworkisperformedbyreftrrjngtothemanualfbropening・   
Disclosurework－Inthecasethatthedestinationarchiveisrequestedtorecoveran  

AIPtransferred舟omasourcearchive，thearchivedisclosestheenclosingdocument，  

OpenSitasrequired，andregistcrsittoth¢dcstinationsystem・  

5．Model鮎rInter－ArchivalDepositofa・nArchivedCollectiom  

山CoJlection”isaunittomanageasetofresourcescoI）ectedbased on aeertain  

poliqy・A co11ection ofresourcesis anaturalunitfbrpreservation・Inthe OAIS  

re危rencemodeI，CO11ectionsareexpressedas魚Ilows．Therearetwo呼peSOfAIP：  

Oneis an Archivalln飴rmation Collection（AlC）andthe otheris an Archival  

InfbrmationUnit（AIU），Whichcanbeamemberofthefbrmer．TheCIofanAIU  

holdsaslngIeitemofarchivalinぬrmation・TheCIofanAICwillholdinibrmation  
thatenablesidenti6ringindividualÅIUsasmembersofthecollection・  

OAISD  OAISS  

AIC：人相hiYdIn鈷ml血onCotl∝tioれ  
AIU：ÅrdliⅦ1Ⅰれfbnm山onUnit  

Fig．4．DepositingaCollectionbetweenOAISs   

（l）Enclosinganddepositing  

InFig．4，thesourcesidewhichhasaco11ectionGpreparesaseriesofenclosing  

documentsJ2，J3，andJ4fbrtheAlCandAIUs．Theenc）oslngdocumentsJ2，J3，and  

J4，tOgetherwithamanualforopeningJl，aretranS飴rredtothedestinationside・  

Then，thedestinationsidecreatc！SAIPs（asAIUsofacollectionG’）舟omJ2，J3，J4  

andJl．Inthisprocess，thedownload／uploadRlnCtionsmayberealizedasabatch  

p†0¢eSS・  

（1．1）Sourceside：DownloadandEnclose  
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BecauseboththeAICandtheAIUareAlPs，theprocessofpreparlngenClosing  

documentsisthesameas dcscribedin Section4．Thesearedownloadedasabatch  

舟omthesourc¢arChiveandenclosingworkisperfbrmeditembyitcm・Amanualfbr  

openlngaPPlicabletoallcnclosIngdocumentsispreparedasdescribedinSection4・  

（1．2）Destinationside：DepositandUpload  

Onthe destination side，theprocess ofcreating destination AIPs舟om the  

enclosingdocumentstransftrred倉omthesourcesideisthesam¢aSdescribedin  

Section4．Sinceacollectionhasanumberofitems，thisprocessisrealiヱedasa  

batchprocessaswell・WhenthedestinationsidecreatestheAlPs，itass）gnSaunlque  

identi鮎rtoeachoftheirPDIs．ThedestinationarchivefbrmsacollectionG’by  

consideringthebatch－uPloadedAIPstobeAIUs・ThemanualforopenlngJlis  
addedtothis collection，aIso as an AIU．TheAIC fbrthis collection，i．c．，JOis  

preparedbythedestinationarchive・ThemanuaIfbropenlngandtheAICmaybe  
individual1yregisteredbyoperator’scommands・  

（2）ReturnandOpening   

Thedestinationarchivcidenti鮎sthedepositedcollectionsanddownloadsthemas  

abatch．EnclosingdocumentsJ2，J3，J4areextracted舟omallCDOsectionsinthe  
AIPsofthedestinationarchiveandarereturnedtothesourcesystem，tOg¢也erwith  

themanualfbropeningJl．TheAIPs（AICandAIUs）ofthesourcesideareextracted  

丘omaseriesofencloslngdocumentS，referringtothemanualibropenlngandany  

openlngprOgramSthatmaybeattached・TheAIPsarethenuploadedasabatchtothe  
sourcearchivetorecoverthecollections．  

（3）DisclosingandOpening   

Thedestinationarchivcidenti鮎sthedepositedcollectionsanddownloadsthemin  

abatchprocess・Encloslngdocumentsareextracted＆omallCDOsectionsinthe  
AIPs ofthedestination archive．The enclosing documents（XMLdocuments）are  
arrayedintoaslngleXMLdocumentastbllows・  

＜？xm）version＝一一1．0．’encoding＝’■xxx”？＞  

＜Co11ection＞  

＜AIP＞＜Cl＞＜CDO＞yyOく／CDO＞＜RI＞xxx＜瓜Ⅰ＞＜／CI＞＜PDI＞xxx〃IIDl＞4AIP＞  

＜AIP＞くCI＞＜CDO＞yyl＜／CDO＞＜Rl＞xxx＜収Ⅰ＞可CI＞＜PDI＞xxx＜PDI＞＜AIP＞  

＜AIP＞＜Cl＞＜CDO＞yy2＜CDO＞＜Rl＞ⅩXX4RI＞〃CI＞＜PDI＞xxxく仲Dl＞＜AIP＞  

＜／Co11ection＞  （2）  

CDO   m   PDI   

C：／ppp／qqq／1／rrrO．xmi   XXX   XXX   

C：／ppp／qqq／2／ml．xml   XXX   XXX   

C：巾pp／qqq／3／m乞xml   XXX   XXX   

CDO：Lo仁山ionoftheenclosimgdo川mentin虞eadordata叫e  

Fig・5・Tぬ1eofSourceÅIPsobtainedbyDisclosing：   

ForthemanagementOfarchivingaco11ectionbythecollaboratingarchives，We  

needamanagementtool・Intheimplementationdiscussedinthenextsection，WeuSe  
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Microso鯖Exceltoviewthelistofo句ectsinExpression（2）asshowninFig．5．1n  

Fig．5，theelementsincolumnCDOarepointerstoindicatethelocationsofencloslng  

documentsinthedownloadedfiles．  

6．APilotSy＄temOftheCollaborativeArchiveModeluslngDSpace  

Toveri＆theproposedmodel，Wehavecon年guredapilotsystem（See Fig．6）．  

DSpace［3］isthearchivingsystem，Sinceitiswidelyusedandful創sthebasicfbature  

Ofthe OAIS r曲ren¢e mOdel．Windows XPisthe environment fbr encloslng，  

depositing，retumlng，OPenlng，anddiscloslng．   

This DSpace－tO－DSpace systemis rlOt a SimpJe back－uP mirronng・ln the  

destinationsystem，areSOurCedepositedbythesourcesystem cannotbeaccessed  

dircctly byan end－uSerbecauseitisencJosedinat）ag．Furthermore，thehction  

implementedinthedestinationDSpaceisvalidfbranyarchitectureofsourcesystem  

bccauseth¢destinationsystemmerelyreceivesabag（i．e．，aJIXMLdocument）打om  

it・Similarly，thefunctionimplementedin the sourCe DSpaceis vaIid fbr any  

architecture ofdestination systern becausethe bagthat was depositedis merely  

retumed．  

ロ ロ  

Windows XP Window£XP  

Fig・6・Vcri窮cationoftheModelusingDSpace  

Duringthedemonstration，enCloslng，depositing，retuming，Openlng，anddiscloslng  

Wereperfbrmedinunitsofco11ection・DSpacehasaWebinterfacefbritem－by－itern  
PrOCeSSlngandacommandfbrbatchprocesses■BatchItemExporterandBatchItem  
Importerarecommands飴rbatchdownIoadingandbatchuploading．Bothspeci抒  

COllectionandthenprocessjtselementsasabatch・Thesebatchcomrnandsusethe  
DSpace simple archiveformat［4］，Whichis a directoryfu1lofitemswith  

Subdirectoryperitem・EachitemdirectorycontainsfilesincludingAIPcomponents・  

Here，fneextensionscorrespondtotheRl・  
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Each enclosing，depositing，retuming，Openlng，and disclosingfunction was  

preparedbasedontheaboveprocessandwasimplementedunderWindowsXP，aS  

depictedinFig．6．Microso食ExcelandMicrosoftAccesswereusedfbrdisclosure・  

7．DiscussionandConclusion   

Thisstudyexploredasimpleapproachtomakingarchivesmorereliable・Such  
SimpletechnologylSindispensableforarchivesmaintainedbymemoryorganizations  

ofsmallcommunities，SuChasreglOnal1ibrariesandmuseums．Ontheonehand，eaCh  

COmmunityneedsits own policics to archive aJld preserve resources，Which are  

Valuablenotonlyfbrthelocalcommunib，butalsofbrtheglobalcommunity・Onthe  

otherhand，thesesmallcommunitiesaresu切ectto changeormay disappearOVer  

time．   

TheonlysolutionistoarchivetheresourcesinanOtherarchive・However，SuCh  

multiplearChivinginvoIves the cha11enges ofintellectualpropertyissues and  

interoperabilitybetweenarchives・Intellectualpropertyissuesarebeyondthescopeof  

thispaper・Interoperabilitybetweenarchivesiscrucialintheheterogcneouslnternet  

environment．Itis unrealistic to assume that allarchives use a slngle archiving  

so舵wareorthata11archivesusethesamemetadataschema．Thus，interoperability  

betweenarchivesisdifnculttoachieve．   

A simple，Open触mcworkis requiredto soIvetheinteroperabilityissue・The  

proposedmodelissimple：enCloseanAlPinabagandstorethebagpackagedin  

anotherAIPatadi蝕rentarchive．Themodelisopen：theencloslngdocumentformat  

（i．e．，AIPtransfirfbrmat）isde重nedbasedonXML．lnthismodel，theinte）1ectual  

propertyissueispartiallysoIvedbyrestrictinganend－uSer’saccesstothedeposited  

resourcesonthedestinationsidc．  

Inthe destination archive，mlgration ofthe deposited resourceis not di餓cult  

becauseitis merely a text object such as an XML document・However，When  

migrationoccursinthesourcearchive，theresourceneedstobere・enClosedamd  

re－depositedinthedestinationarchive・   

Many arChivesare nOt aS reliable as those maintained bylarge memory  

organizations，buttheirresourcesshouldbepreservedaswellasthoseofthelarge  

ones・ThesimplicityoftheproposedmodelisakeytosoIvingthisissue・  
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1．はじめに   

インターネットの爆発的普及により、ディジタルコンテンツが世の中に溢れてきている。  

ディジタルコンテンツは劣化がないことや処理が容易であることなど多くの長所を持って  

いる。しかし、表示に固有のソフトウェアやハードウェアが必要であり記憶媒体の寿命も短  

い。そのため、紙媒体のコンテンツに比べ脆弱であり常に消失の危機にさらされている。そ  

のような状況下において、大学や公共団体でもコンテンツの長期保存を主目的としたディジ  

タルアーカイブシステムの導入の機運が高まっている。   

ディジタルアーカイブシステムの技術標準としてOAIS参照モデル（ISO規格14721）が  

ある。OAIS参照モデルは特定の実装を意図して策定されたものではなく、概念上の技術標  

準である。また、OAIS参照モデルはコンテンツの長期保存に必要なコンセプトを提供して  

いる。   

本研究ではOAIS参照モデルに基づいたディジタルアーカイブシステム間で互いに保存情  

報を預け合うことにより、ディジタルコンテンツのより長期にわたる保存を図る方式を考究  

する。OAIS参照モデルでは複数のディジタルアーカイブシステムを連携して情報を利用す  

るモデルについては言及しているが、連携して情報を保存するモデルについては言及してい  

ない。そこで連携保存のモデルを提案し、実証するためのプロトタイプシステムを開発する。  

OAIS参照モデルでは保存情報はコンテンツと保存メタデータから成っている。本研究では  

源システム側の内容情報と保存記述情報をカプセル化して、それを目的システム側のコンテ  

ンツとみなして預ける方法を提案した。源システムから目的システムへ保存情報を預け、目  

的システムから源システムヘ保存情報を返却する一連の流れのモデルのみならず、カプセル  

化された保存情報を覗き見るモデルについても考究している。さらに、提案したモデルをプ  

ロトタイプシステムを用いて実証した。  
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2．ディジタルコンテンツの長期保存  

2．1本研究で考えるディジタルコンテンツの長期保存   

ディジタルコンテンツの長期保存を考える上で記憶媒体の長期保存とコンテンツのメタ  

データを如何にコンテンツと共に保存していくかということが重要となる。ここでいうコン  

テンツのメタデータとはそのコンテンツを表示するためのソフトウェア環境やハードウェ  

ア環境、コンテンツの出所などを指す。コンテンツを保存している記憶媒体を長期保存して  

もそのコンテンツの表示方法がわからなくては意味がない。   

本研究では以上のような長期保存への取り組みがなされているディジタルアーカイブシ  

ステムが存在していることを仮定する。具体的には、ディジタルアーカイブシステムの国際  

標準であるOAIS参照モデルに基づいたディジタルア｝カイブシステムが存在していること  

を仮定する。ここで、ディジタルアーカイブシステムとはディジタルコンテンツを収集・保  

管・擾供するためのシステムである。OAIS参照モデルに基づいたディジタルアーカイブシ  

ステムヘ格納されているコンテンツは長期保存の対象となっており、上で述べたメタデータ  

の付与に関しても策を講じている。本研究ではさらにコンテンツの長期保存性を高めるため  

にディジタルアーカイブシステム間で保存情報を預けあうことを考えた。OAIS参照モデル  

ではディジタルアーカイブシステム間で連携して保存情報を利用するモデルについては言  

及しているが、連携して保存するモデルについては言及していない。そこで本研究では連携  

して保存するモデルを提案し、実証するためのプロトタイプシステムを開発する。複数のコ  

ミュニティで連携して情報を保存することが保存情報の長期保存性を高めることは自明で  

あり、将来預けた側のシステムが何らかの理由でなくなった際、預かった側のシステムが預  

かりの保存情報を自システム内の保存情報として配布することも可能である。   

本研究は、あるシステムが保存情報を他のシステムに預け、必要なときにそれを返却して  

もらうという一連の流れをOAIS参照モデルに基づいて考える。預けた情報を返却してもら  

うということを考えてはいるが、これはバックアップの枠を超えていない。本研究でいう長  

期保存とは、遥か未来に、預かった側で発見、解読され再び世の中に出て行くようなことを  

いう。そのため、如何にして保存情報を相手側システムに預けるか、預けた保存情報が遥か  

未来に相手側で発見されたときに解読可能であるかどうかという点が重要であり、預けた保  

存情報をいかにして返却してもらうかはさほど重要ではない。そのため、預ける側がどこに  

何を預けたかを記憶しておくことはない。仮にそのような情報を長期保存の対象としてもシ  

ステムが壊れた際にはその情報自体も消えてしまう。その場合にも預かった側ではどこから  

の預かり物かを記述しているため、それを頼りに返却してもらうことは可能である。以上の  

事からも“どこに何を預けたかという情報”を長期保存する必要はない事が言える。さらに  

本研究では大きなコミュニティ間での連携を対象としているため、連携状況が複雑になるこ  

とはなく“どこに何を預けたかという情報”はシステム管理者の記憶やメモ書き等で十分に  

事が足りると考えられる。そのような情報が消失した遥か未来に、預けた保存情報が預け先  

で発見され解読されることが本研究でいう長期保存である。また近い将来にシステムが故障  
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し保持していた保存情報が預け先にしかない状態になったとしても、預けた保存情報を返却  

してもらうことがあれば、再び保存情報の所在場所が増え、遥か未来にその保存情報が発見  

される可能性も高まるであろう。そういった観点から考えれば預けた保存情報を返却しても  

らうことは保存情報を預ける事と同じように長期保存性を高めることになる。  

2．2ディジタルアーカイブシステムの紹介   

ディジタルアーカイブシステムは数多く存在しており、それぞれに様々な特徴がある。本  

節では代表的なディジタルアーカイブシステムを紹介する。紹介するディジタルアーカイブ  

システムは全てオープンソースソフトウェアであり、無料で利用できるものである。  

CERNDocumentServerSoftware（C】）Sware）【2】【3】   

CDswareはCERN工）ocu皿entServerをサポートするために開発され、CERN（注2．1）に  

より提供されている。マルチメディアコンテンツ目録や博物館収蔵品目録、機密文書などの  

種類の異なる資料を所蔵する大規模なシステム向けに開発された。  

DSpace【2】【4】【13］［14】   

DSpaeeはマサチューセッツ工科大学とヒューレットパッカード社が共同開発したシステ  

ムであり、研究組織の知的生成物を保存するためのシステムとして開発された。ディジタル  

コンテンツの長期保存を視野に入れたシステムであり、OAIS参照モデル（ディジタルアー  

カイブシステムの技術棟準）の機能によく対応している。  

Eprints【2】【5】   

Eprintsはサウサンプトン大学で開発されたシステムである。インストール及び改良が容  

易であり、世界中で利用されているシステムである。  

i・Tbr【2】【6】  

i・Tbr（TboIsandtechnologiesぬrOpenRepositories）はオランダ科学情報サービス研究所  

で開発されたシステムである。i一丁brはデータに依存しないシステムの構築を目的としてお  

り、コンテンツとユーザーインターフェース機能をシステム上で独立している。  

MyCoRe［2】【7】   

MyCoRe（MyContentRepositorieB）はエッセン大学のMILESSプロジェクトから派生し、  

現在は複数の大学からなるコンソーシアムにおいて開発中である。MyCoReはディジタルラ  

イブラリの運営を支援するツールを擾供するものであり、各機関の要件に合わせて設定を変  
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更できるシステムである。  

GreenStone［幻【8】   

GreenStoneはワイカト大学のニュージーランドディジタルライブラリプロジェクトにお  

いて開発されたシステムである。GreenStoneは膨大な数の文書や音声、映像などからなる  

コレクションを構築、提供するシステムである。  

（注2．1）  

CERN：Con8eilEurop6enpourlaRechercheNuc16aire（欧州合同素粒子原子核研究機構）  

の吼現在の名称はLaboratoireEuropeenpourlaPhysiquede8Particule8であるが呼称  

はCERN（セルン）のままである。  
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3．OA］S（OpenArchiva［InformationSyst馴申参照モデル  

【1】【13】【15】  

3．10AIS参照モデルの概要   

OAIS参照モデルは宇宙データシステム諮問委員会（CCSDS：Con8ultative Committee  

forSpaceDataSystem白）により制定されたディジタルアーカイブシステムの国際標準（ISO  

規格14721）である。ここで、OAISとは「人とシステムの一組織で構成される、指定された  

コミュニティのために情報を保存し、それを利用できるようにする責任を負ったアーカイブ  

システム」である。   

OAIS参照モデルは、衛星から送られてくるディジタルデータを長期保存する目的で検討  

が開始されたが、最終的にはあらゆるコンテンツに対応したものとなっている。また、OAIS  

参照モデルはWbbサイト等で公開されており、幅広く利用されることを意図している。   

OAIS参照モデルはコンテンツの長期保存に必要なコンセプトと実際の保存活動に適用す  

るためのフレームワークを提供する。OAISは以下の要件を満たしたものと考える。  

・情報提供者と交渉し、情報を入手する。  

・長期保存を保証する十分な管理機能を持つ。  

・保存情報を理解できる指定コミュニティ（注3．1）を確保する。  

・指定コミュニティが保存された情報を専門家の力を借りずに理解できる。  

・保存されている情報を保障するための方針書や手続き書を作成し、それに従う。  

・指定コミュニティが保存された情報を理解できる形式で入手できる。  
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3．20AIS参照モデルの情報モデル   

OAIS参照モデルでは情報を図3．1のように内容情報と保存記述情報（保存メタデータ）  

のパッケージとして扱う。  

図3．1情報パッケージ   

内容情報の分類を図3．2に示し、保存記述情報の分類を図3．3に示す。内容情報は内容デ  

ータオブジェクトと表現情報に分けられる。内容データオブジェクトはコンテンツのビット  

列であり、内容データオブジェクトを理解する手段が表現情報である。表現情報の詳細につ  

いてOAIS参照モデルでは言及していないが、OCLC（オンラインコンピューター図番館セン  

ター）とRLGのワーキンググループが作成したAMetadataFrameworkto Supportthe  

PreservationofDigitalObjects内で細かく定義・分類している【9］。AMetadataFramework  

toSupportthePreservationofI）igitalObjectsでは表現情報を図3．4のように分類している。  

表現情報は内容データオブジェクト記述と環境記述に分けられ、環境記述はソフトウェア環  

境とハードウェア環境に分けられる。内容データオブジェクト記述は内容データオブジェク  

トを表示・理解するために必要な特徴を表す情報であり、環境記述は内容データオブジェク  

トを正しく表示するために必要なソフトウェア環境及びハードウェア環境に関する記述で  

ある。保存記述情報は来歴、コンテキスト、参照、固定性の4つに分けられる（図3．3参照）。  

来歴は内容情報の由来、コンテキストは他の情報との関係、参照は内容情報を同定するため  

のID情報、固定性は内容情報が変更されていないことを示す情報である。  
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内容データオブジェクト（CDO：ContentDataOわject）  

（コンテンツのビット列）  内容情報  

（CI：Contentlnfbrmatio  

表現情報（RI：RepresentationInformation）  

（CDOを理解する手段）  

図3．2内容情報の分類  

保存記述情報  

（PDI：Pre8erVationDescriptionInformatioh）  

来歴（Provenance）  

（内容情報の由来）  

コンテキスト（Context）  

（他の情報との関係）  

参照（Refbrence）  

（内容情報を同定するためのID情報）  

固定牲（F玩ty）  

（内容情報が変更されていないことを示す情報）  

図3．3保存記述情報の分類  
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内容データオブジェクト記述  

（ContentDataObjectDeBCr阜Ption）  

表現情報  

ソフトウェア衆境  

（SoftwareEnvironment）  

環境記述  

（EnvironmentDescriptio  

ハードウェア衆境  

（HardwareEnvironment）  

図3．4表現情報の分類【9】   

OAIS参照モデルでは保存情報をAlP仏rchivalIn肋ma七ionPackage）と呼ぶ。AlPには  

図3．5のようにAIUとAICの2つの型がある。AIUとはArchivalInfbrmationUnitの略  

でありそれ以上分けることの出来ない保存情報の単位である。AIC とはArebivd  

In払rmationConectionの略であり、AIPの集合である。  

AIC：AIPの集合  

AIP：ArchivalIn払rmationPackage  

AIU：ArchivalInfbrmationUmit  

AIC：ArchivalInfbrmationConection  

図3．5AIPの型   

OAIS参照モデルではAICはコレクションの要旨と構成要素であるAIUへのリンク情報  

もしくはA‡Uの実体が格納される。  
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3．30AISの機能エンティティ   

図3．6にOAISの機能エンティティを示す。図中の各要素について説明する。まずSIP、  

AIP、DIPについて説明する。AlPは前節で説明したArchivalInformationPackageの略で  

あり、保存用の情報パッケ ージである。SIPはSubmissionIn払r皿ationPae女王将eの略であ  

り、提出用の情報パッケージである。また、DIPはDiBSeminationInformation Packnge  

の略であり、配布用の情報パッケージである。SIPはProducerによって送られる情報パッ  

ケージで、1つ以上のAIPを生成する。また、DIPは1つ以上のAIPから取り出される情  

報パッケージで、Con8umerがOAISに要求して受け取る。   

ProducerはSIPをIngest機能に提出する。Inge8t機能はDe8CriptiveIn払rmationをData  

Management機能へ、AIPをArchivalStorage機能へ送る。ここでDe8CriptiveIn払rmation  

とはAIPを検索するための情報でAIPから抽出される。Con8umerからAcce88機能へ問い  

合わせがあれば、Access機能はDataManagement機能からDescriptiveInformationを受  

け取りAIPの検索を行い、Consumerへ結果を返す。さらにConsumerから注文があれば  

Acce88機能はArchivalStorage機能からAIPを受け取り、ConsumerへDIPとして提供す  

る。  

MANAGEMENT   

図3．60AISの機能エンティティ（【1】）  
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OAISの機能エンティティにおける各機能の概要を図3．7に示す。  

名称   機能の概要   

Ingest   ProducerからSIPを受け取り、保存や管理の準備を行う   

ArchivalS七Orage   AIPの保管を行うためのサービスや機能を提供する   

Data Managenaent DeBCriptiveIn鮎rmationを保管・アクセスするためのサービスや機  

能を提供する   

Acces8   Con8umerが欲しい情報を検索し、その情報を受け取るためのサー  

ビスや機能を提供する   

Admimi8tration   OAIS全体の運用に関わるサービスと機能を提供する   

PreservationPlanning  長期に渡ってAIPヘアクセスできるようにするためのサービスと機  

能を提供する   

図3．70AISエンティティにおける各機能の概要（【13】）  

3．40AIS参照モデルの連携利用モデル   

OAIS参照モデルではディジタルアーカイブシステムの連携保存については言及していな  

いが連携利用については幾つかのモデルを擾供している。本節では連携利用モデルを幾つか  

紹介する。  

※一部筆者が追記している  

図説8相互に保存情報を交換する連携利用モデル（【1】）  
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図3．8は相互に保存情報を交換する連携利用モデルである。OAISlとOAIS2があり、各  

OAISにはConsumerがそれぞれ別のアクセス方法でアクセスしている。ここで、OAIS2  

のCon8umerがOAISlのAIPを入手したいときを考える。OAIS2のConBumerはαuSl  

に直接アクセスするのではなく、OAIS2の管理者がOAISlヘアクセスして必要な保存情報  

を受け取り、その保存情報をOAIS2のConsumerは受け取る。図乱8では、皿Sは5ポ  

ートデバイスとして表されており、各ポートの機能は次のとおりである。   

Ing：Ingest（図3．7参照）  

Adm：Admini8tration（図3．7参照）  

Acc：Access（図3．7参照）   

図3．9は受入とアクセスの方法が標準化された連携利用モデルを示している。OAISlと  

OAIS2の受入方法とアクセス方法を標準化することでProducerはOAISlとOAIS2のいず  

れのシステムへも同じ方法でSIPを提出でき、Con鼠u皿erはOAISlとOAIS2のいずれの  

システムからも同じ方法でDIPを受け取れる。  

図3．9受入とアクセスの方法が標準化された連携利用モデル（【1］）   

図3．10は共通の目録を使う連携利用モデルを示している。OAISlとOAIS2にはそれぞ  

れLocalConsumer（自身の属するコミュニティのOAISにのみアクセスするConsu皿er）  

が存在している。一方Globd Con8umer（自身の属さないコミュニティのOAISにもアクセ  

スするCon8umer）が存在しており、Gloもd Con良Ⅵ皿erは共通目録ヘアクセスすることによ  

り欲しいAIPを検索し、各OAISからDIPとして受け取ることが出来る。まず、各OAIS  
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は共通目録へGlobalConsumerへ提供するコンテンツの日録を提出する。GlobalCon＄um即  

は共通目録ヘアクセスして目録の検索を行う。検索の結果、欲しいコンテンツがあれば共通  

目録を通して各OAISへコンテンツを注文する。そして、各OAISから直接コンテンツを受  

け取る。  

※一部筆者が追記している  

図3．10共通の目録を使う連携利用モデル（【1】）   

図3．11に保存場所を共有する連携利用モデルを示す。OAISlとOAIS2の各Producerが  

浸出したSIPは各OAISのIngest機能を通してOAISlとOAIS2共通のArchivalStorage  

へAlPとして送られる。さらにOAISlとOAIS2の各Consu皿erは各0AlSのAcce88機能  

を通して共通のAre揖valStora酢からDIPを受け取る。  
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※一部筆者が追記している  

図3．11保存場所を共有する連携利用モデル（【1］）  

（注3．1）  

指定コミュニティ：ある特定の情報の集合を理解できるCon白umerのグループ  
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4ディジタルアーカイブシステム間違携によるディジタルコンテンツの長期保存  

4．10AIS参照モデルに基づいたディジタルアーカイブシステム聞達携による長期保存の概要   

本研究ではディジタルコンテンツの長期保存についてディジタルアーカイブシステム間  

連携の観点から検討する。具体的には、複数のディジタルアーカイブシステム間で互いに保  

存情報を預け合うことにより、ディジタルコンテンツのより長期にわたる保存を図っていく。  

コミュニティ2保存情報  コミュニティ1保存情報   

図4．1本研究で考えるアーカイブシステム間連携の概念図   

図4．1は本研究で考えるアーカイブシステム聞達携の概念図である。コミュニティ1とコ  

ミュニティ2が存在し、各コミュニティでは自身の保持する保存情報の長期保存を図ってい  

る。ここでコミュニティ1の保持する保存情報で特に大切な情報をコミュニティ2に預かっ  

てもらうことを考える。コミュニティ2では預かった情報も自身の保持する情報と同様に長  

期保存を図る。ただし、コミュニティ1から依頼されない限り預かりの情報を配布すること  

はない。   

次に保存情報の預け方について説明する。図4．2は本研究で提案する保存情報の預け方の  

モデルである。OAIS参照モデ／レでは保存情報を内容情報と保存記述情報のパッケージとし  

て扱っており、本研究では図4．2のように源システム側の内容情報と保存記述情報をカプセ  

ル化して目的システム側の内容データオブジェクトとして預ける方法を提案する。目的シス  

テム側ではカプセル化された内容データオブジェクトに対して表現情報と保存記述情報を  

記載し、自身の保存情報と同様に保存していく。ここで目的システム側では預かった保存情  

報に対して以下の保存記述情報を記述する。ただし、コンテキストに関しては、特に記述す  

べき事項はない。  

源OAIS名、シリアルナンバー  

どのシステムからいつ預かったか  

自システム内で変化のないこと  
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目的システム側保存情報  源システム側保存情報   

図4．2 保存情報の預け方モデル  

4．20AtS参照モデルに基づいたディジタルアーカイブシステム聞達携保存モデル  

4．2．1基本データモデル   

ここでは預ける際の保存情報のカプセル化を如何にして実現するかをデータ表現により  

説明する。まず、源システムで預ける対象となる保存情報のカプセル化を行うが、本研究で  

はこれにⅩML技法を用いることにした。具体的には、ⅩML文書内に内容情報と保存記述情  

報を格納することでカプセル化を図る。ここでⅩML文書ではビット列を扱えないので、コ  

ンテンツをビット列から文字列に変換してからⅩ血L文書内に格納する。ただし、ビット列  

から文字列への変換に用いた手法を必ず記述する。カプセル化した保存情報のデータ表現の  

モデルを図4．3に示す。図4．3のデータ表現モデルではビット列から文字列への変換に  

base64B血aryを採用した場合を示しており、図中の略称とOAほ参照モデルにおける情報  

モデルの要素との対応を以下に示す。また、図4．3をツリー表現すると図4．4のようになる。  

AIP：ArchivalInformationPackage  

CI：ContentInformation  

CDO：ContentDataObject  

RI：Repre8entationIn払rmation  

CDD：ContentDataObjectDe8Cription  

ED：Environmen七De8Cription  

SE：SoftwareEnvironment  
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HE：HardwareEnviron皿ent  

PDI：Pre白erVationDeBCriptiveInformation  

RF：Reference   

PV：Provenance   

CT：Context  

FX：Fkty  

l‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾  

：くAIP＞  

；＜CI＞  

l  

：＜CDOencode＝一●ba8e64Binary．I＞  
l  

abcdef‥‥・  
t  

：＜／CDO＞  
l  

くRI＞  

l ：くCDD＞ⅩⅩⅩⅩⅩⅩ＜／CDD＞  

＜ED＞  

：くSE＞aaaa＜／SE＞  

＜HE＞bbbb＜侶E＞  
l  

く偲D＞  

l  

：＜／RI＞  
l  

：可CI＞  

；＜PDI＞  
I  

：くRF＞ecccく／RF＞  
l  

；＜PV＞dddd＜仔Ⅴ＞  
l  

：＜CT＞eeeeく／CT＞  
l  

；＜FX＞だ仔q甘Ⅹ＞  

＜伊DI＞  
l  

；く／AIP＞  
1－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－－■－－一－－＿－－－＿＿＿＿＿＿  

図4．3源システム側でカプセル化した保存情報のデータ形式  
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図4．4源システム側でカプセル化した保存情報のツリー型データ表現   

次に、1つのコンテンツが複数のファイルから構成されている場合を考える。btmlファ  

イルの中にJPEGファイルがリンクされている場合など1つのコンテンツが複数のファイ  

ルから構成されている事が多くある。複数ファイルからコンテンツが構成されている場合の  

データ表現を図4．5に示す。また、そのツリ←表現を図4．6に示す。   

源システムがカプセル化された保存情報を目的システムへ送ると目的システムはカプセ  

ル化された保存情報を内容データオブジェクトとして扱う。目的システムでは預かった保存  

情報（目的システム側内容データオブジェクト）に表現情報を付与し、内容情報を形成する。  

さらに、その内容情報へ保存記述情報を付けて保管する（図4．7参照）。  

くAIP＞   

くCI＞   

＜elementofCI＞  

＜CDOencode＝一一ba8e64Binary一’＞  

abcdef・・・・・   

＜／CDO＞   

＜RI＞   

＜CDD＞test＜／CDD＞   

くED＞   

＜SE＞aaaaく／SE＞  
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くHE＞もbbもく／HE＞   

く／ED＞   

＜／RI＞  

く／elementofCI＞  

くelementofCI＞  

＜CDOencode＝”ba白e64Binary．一＞  

Opqr昏七● ● ● ■ ■  

＜／CDO＞   

＜RI＞   

＜CDI）＞te8tte8t＜／CDD＞   

くED＞   

くSE＞aaaa＜／SE＞   

＜HE＞bbbbく／HE＞   

く／ED＞   

＜／RI＞   

く／elementofCI＞  

く／CI＞   

＜PDI＞   

＜RF＞eeccく／RF＞   

＜PVゝdddd＜／PV＞   

＜CT＞eeee＜／CT＞  

＜FX＞駄／FX＞   

＜／PDI＞   

＜／AIP＞   

図4．5源システム側でカプセル化した保存情報のデータ形式（コンテンツが複数ファイル  

からなる場合）  
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図4．6源システム側でカプセル化した保存情報のツリー型データ表現  

目的システムAIP  

ContentDataDe8Cription：ⅩMIJ  

源システムAIP EnvkonmentDeBCr匝tion：  

（図4．3形式）  

Re鈷rence：  

Provenance：   

Context：  

Fixty：  

図4．7目的システム側AIPデータ表現  
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4．2．2コレクション単位でのデータモデル   

保存情報をコレクション単位で預ける際のデータモデルについて述べる。単一で保存情報  

を預けるケースも考えられるが、実際にはコレクション単位で預けるケースのほうが一般的  

であると考えられるため、本研究で提案する連携保存モデルはコレクション単位とする。   

まず保存情報のカプセル化を行うがここで1つ注意が必要である。それは、1つのコレク  

ションに対して1つのⅩML文書が作成されるのではなく、1つの保存情報に対して1つの  

ⅩML文書が作成されるということである。また、目的システム側ではカプセル化された源  

システム側保存情報（目的システム側内容データオブジェクト）に対して表現情報と保存記  

述情報を記載し、自身の保存情報と同様に保管していく。   

コレクション単位で預ける際には、通常AICのCDOにコレクションの要素であるAIU  

のリストを記載することでコレクションの親子関係を維持する。AICとAIUの親子関係を  

考慮に入れた目的システム側での源システムAIU及びAICのデータ表現を図4．8及び図4．9  

を示す。   

本研究ではコレクションの親子関係を維持する方法として子が親の名前を記載しておく  

方法を採用する（図4．10参照）。つまり、各AIUがどのコレクションに属しているかを記  

載しておくことでAIUがばらばらになるのを予防する。AICのPDIにコレクション名を記  

述しておき、各AIUのPDIにそのコレクション名を記述しておく。但し、これは連携保存  

モデルにおける絶対的な要件ではなく、各システムが任意で行う事である。またOAIS参照  

モデルでもこの内容については記述されていない。  
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目的システムAIU  

ContentI）ataDescription：ⅩML Reference：  

EnvironmentI）escription：  Provenance：  

Context：  

Fixty：  

一l■■ ◆■ ■－ ■－ ■■－ －■ － － ■－ － － ←■ － － ●－ ■－ － －● ■■－ － ■■  

＜PV＞bbb＜／PV＞   

＜CT＞ccc＜／CT＞  

＜FX＞ddd＜肝Ⅹ＞   

く／PDI＞   

＜／AIP＞  

‾‾「  
l  

1  

1  

】  
l  

t  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

1  

t  

「‘‾‾‾－‾‾‾‾‾‾■‾‾  

：＜AIP＞  
l  

l ：＜CI＞  

1  

l ● ● ■  

I  

：＜／CI＞  

l  

：＜PDI＞  
I 

1  

：＜Rf、＞aaa＜侃F＞：          ： l＿＿＝ご二＿ニニ∵二⊥ニニニ＿＿＿l＿＿＿＿＿＿＿－－－－－－－－一－－－－－－一一－－－」  

図4．8目的システム側での源システム封Uのデータ表現  
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目的システムAIC  

．＿． 

：くAIP＞  
l  

l ：＜CI＞  

暮  

；＜CDO＞訂u皿mary，1istof AIUs＜／CDO＞  

；くRI＞‥・く侃Ⅰ＞  
l  

壬くPDI＞・・・く仲DI＞  
l  

l  

；Fixty 1  
1  

I  

1  

1  

1  

1  

t  

l  

1  

1  

1  

1  

l  

：＜／CI＞＜／AIP＞  
＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿・＿＿＿＿＿．＿＿＿－－－－－－－－－一一－－－－－－－－一一  

図4．9 目的システム側での源システムAICのデータ表現  

AIU2  

AIU3  AIUl  

図4．10子が親の情報を持つ場合  
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4．2．3預けから返却までの一連の流れ   

ここでは預けから返却までの一連の流れについて説明する。預け及び返却の一連の流れを  

それぞれ図4．11，4．12に示す。まず源システム側で預けたい保存情報（図4．11中A－1）をデ  

ィジタルアーカイブシステムから取り出し（図4．11中A・2）、封入作業（カプセル化）を行  

う。そしてカプセル化された保存情報（図4．11中B・1）は目的システム側へ送られる（図  

4．11中B・2）。目的システム側では、カプセル化された保存情報に対して表現情報と保存記  

述情報を付け（図4．11中C・1）、ディジタルアーカイブシステムに格納する（図4．11中ひ2）。  

その後、源システム側から預けた保存情報を返却して欲しいとの依頼があれば預かっている  

保存情報（図4．12中C－3）を源システム側へ返却する。預かっている保存情報をディジタル  

アーカイブシステムから取り出し（図4．12中C・4）、目的システム側で返却前に目的システ  

ム側表現情報と目的システム側保存記述情報を削除しておく（図4．12中B・3）。源システム  

側では返却された保存情報（図中B・4）の開封作業（カプセル化された保存情報を元の状態  

に戻す）を行い（図4．12中A－3）、ディジタルアーカイブシステムに格納する（図4．12中  

A・4）。  

目的システム側   源システム側  

図4．11預け作業の流れ  
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一 

J宗1ふ  
目的システム側  源システム側  

図4．12返却作業の流れ   

※図4．11、図4．12においてA－1軍A－2＝A・3＝A・4、B・1＝B・2＝B・3＝B・4、C・1＝C－2＝C・3＝C・4が  

成り立つ  

C・1～C・4  

あ：源システム側内容情報  

い：源システム側保存記述情報  

う：カプセル化コンテンツに対する   

目的システム側表現情報  

え：カプセル化コンテンツに対する   

目的システム側保存記述情報  

A・1－A・4  

B－1～B・4  
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4．2．4連携保存モデル   

本研究で提案する連携保存モデルについて説明する。4．2．3では単一保存情報での預けか  

ら預かりの一連の流れを説明した。しかし、実際には開封方法を保存情報と共に目的システ  

ム側へ預け、返却の際に預けておいた開封方法を用いて開封を行うことになるため、単一保  

存情報のみで預けることはない。また、実用性を考えると、単一ではなく複数の保存情報を  

一括して預けるケースのほうが主流であると考えられる。これら要因から連携保存モデルに  

おける預け及び返却の単位をコレクションとする。本研究の連携保存モデルは預けから返却  

までの一連の作業をコレクション単位で一括して処理するモデルとする。しかし、これは実  

際のシステムで一括処理ができないと預け及び返却が実現出来ないという意味ではなく、少  

数の保存情報では1つずつ処理しても構わない。   

また、開封方法とは開封方法を文書で記述したものや開封や開示を実行するプログラムか  

ら構成されている。   

図4．13，4．14にコレクション単位での預けモデルの構成図及びコレクション単位での返却  

モデルの構成図を示す。  

図4．13預けモデルの構成図（コレクション単位）  
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図4．14返却モデルの構成図（コレクション単位）   

○：源システム側AIC  

●：源システム側AIU  

□：源システム側AICを封入したもの  

■：源システム側AIUを封入したもの  

団：開封方法  

◇：源システム側封Cを封入したものに目的システム側で表現情報と保存記述情報を  

つけたもの  

◆：源システム側創Uを封入したものに目的システム側で表現情報と保存記述情報を  

つけたもの  

①：目的システム側封C  

◎：開封方法に目的システム側で表現情報と保存記述情報をつけたもの  

か：開封方法（文書・プログラム）、プログラムの実行環境及び実行方法  

き：目的システム側表現情報  

く：目的システム側保存記述情報  

図4．15開封方位の情報モデル  
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源システム側ではAIC及び1つ以上のAIUから成るコレクションを保持している。目的  

システム側へ預ける際には、これらを一括して取り出し、一括して封入する。そして目的シ  

ステムへ保存情報のコレクション及び開封方法を送る。このとき、開封方捷は封入しない。  

また、開封方法は開封方法を記述した文書や開示・開封のプログラム、プログラムの実行環  

境及び実行方法を記述した文書から成っている。開示プログラムとは封入済み保存情報の中  

身を覗き見るためのプログラムであり、後で詳しく説明する。また、開封プログラムとは封  

入された保存情報を開封し、元の状態に戻すプログラムである。目的システム側では預かっ  

た封入済み保存情報及び開封方法に対して表現情報と保存記述情報を記載する。図4．15に  

開封方法の情報モデルを示す。そして目的システム側が自身のディジタルアーカイブシステ  

ムへ格納する際に、預かりの保存情報を格納するためのコレクションを作成する。このとき、  

目的システム側のAICを作成するが、この中に開封方法を同定するための情報を記載してお  

く。そして、このコレクションに預かりの保存情報及び開封方法を格納する。源システム側  

から返却の依頼があれば預かっている保存情報のコレクションを一括して取り出す。そして、  

預け情報と開封方法を別々にして、目的システム側で記述した表現情報と保存記述情報を削  

除する。こうすることで源システム側から受け取ったときの預け情報と開封方法を取り出せ  

る。そして、源システムから受け取った状態で保存情報及び開封方法を返却する。源システ  

ム側では開封プログラムで保存情報を一括開封し、自システム内に格納する。図4．14では  

目的システム側で記述した表現情報と保存記述情報を削除し、預かりの保存情報と開封方法  

を別々にして返却している。   

本研究では預けから返却までのモデルの他に開示機能のモデルも操案する。開示機能とは  

カプセル化された源システム側保存情報の中身を覗き見る機能を言い、必要に応じて源シス  

テム側と目的システム側のいずれでも実行される。開示機能はカプセル化された源システム  

側保存情報の中の保存記述情報と表現情報を頼りに開示したい保存情報を同定し、その内容  

を閲覧する機能である。開示機能により、実際に表示したいコンテンツが見つかれば、開封  

プログラムを用いて開封し表示する。  
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①取り出し要求  

○：開封方  

（開示憫封プログラム）  開示プログラムを取り出して実行  

図4．16開示機能モデルの構成図   

図4．16に開示機能モデルの構成図を示す。システム管理者はまずアーカイブシステムヘ  

開示したい保存情報を持つコレクションの取り出し要求を行う。開示したい保存情報を持つ  

コレクションの同定には目的システム側保存記述情報を用いる。開示したい保存情報を持つ  

コレクションを取り出したらその中の開示プログラムを実行し、コレクション中の袋入りの  

保存情報を読み込む。このときコレクション中の白丸が開封方法であり、開封方法に開示プ  

ログラムと開封プログラムが含まれている。システム管理者は開示プログラムを用いて袋入  

り保存情報の開示を行う。このときの開示の手がかりは源システム側表現情報及び保存記述  

情報である。そして、開示結果から、開封し実際に表示したいコンテンツがあれば、開封プ  

ログラムを用いて開封し、コンテンツを表示する。   

開示・開封プログラムの用途を以下にまとめる。  

源システム側  

・何を封入したかを開示プログラムで確認  

・開示プログラムで何を封入したか確認できたら開封プログラムで所望の保存情報を開封  

目的システム側  

・預かっている保存情報の中身を開示プログラムで確認  

・開示プログラムで何を封入したか確認できたら開封プログラムで所望の保存情報を開封  

・源システムがトラブル等によりアーカイブシステムとしての責任を負わなくなった際に保   

存情報を開封して源システムの責任を引き継ぐ  
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4，2．5環境モデル   

本研究で提案する連携保存モデルでは封入・開封・開示の各作業はディジタルアーカイブ  

システムとは別の環境で実行する。それは、ディジタルアーカイブシステムがインストール  

されている環境を変えることなく連携保存を行うことが可能であることを指している（図  

4．17参照）。また、各作業を行うための環境は必要に応じて構築すればよく、常に弗境を整  

えておく必要はない。つまり、源システムが目的システムへ保存情報を預けたいと考えたと  

きに封入プログラム作成などの封入のための環境を整えればよい。その他の作業衆境におい  

ても同様である。  

図4．17環境モデル  
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5．プロトタイプシステムの開発  

5．1プロトタイプシステムの概要  

5．1．1プロトタイプシステムの開発目的   

4章で述べた連携保存モデルを実証するために連携保存モデルのプロトタイプシステムを  

開発する。実際にプロトタイプシステムを開発し、預けから返却の一連の流れ及び開示機能  

を実行することで考案したモデルが実際にシステム化して運用可能であることを確認する。  

5．1．2プロトタイプシステムの開発環境及び運用環境  

プログラム開発環境  

C開発環境  

・Micro80氏ⅥsualC＋＋6．O  

java開発環境  

・EchpsePlatform2．1．1（Eclipsejava開発ツール2．1．1）（注5．1）  

プロトタイプシステムの運用環境   

アーカイブシステム衆境  

・源シÅテム：学内のサーバーgauCbo（Solari88）  

・目的システム：学内のサーバーaValon（FreeBSD4．9）   

作業環境（源システム側、目的システム側共通）   

・OS：windowsXP  

・javaの実行環境  

5．1．3プロトタイプシステムの構成  

プロトタイプシステムは封入プログラム、開封プログラム、開示プログラム、返却編集プ  

ログラム、預け入れ編集プログラム、預かり情報取り出しプログラムの6つのプログラムと  

各種ソフトウェアから構成されている。図4．17で示す環境でそれらソフトウェア及びプロ  

グラムを換作することで連携保存のモデルを実現する。なお、プロトタイプシステムでは開  

封方法を開示・開封プログラムのみとし、本文でも開封方法を開示・開封プログラムとして  

記述している。ただし、実用の際にはプログラムと併せて開封方法を記述した文書を作成す  

べきである。   

プロトタイプシステムを構成する主なソフトウェアを以下に挙げる。  

・DSpace  

・PostgreSQL［10】  

・Microsof仁Excel  

・Micro80氏Acce88  
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・Tbmcat【11】   

各種ソフトウェアと封入プログラム、開封プログラム、開示プログラム、返却編集プログ  

ラム、預け入れ編集プログラムを用いて本研究で作成したプロトタイプシステムを表現する  

と図5．1のようになる。今回はDSpaceを2つのUNIXサーバーへインストールし、それぞ  

れのアーカイブシステム環境に対する作業環境としてWhdowsXPの動いているPCを用意  

した。  

※開示プログラムはExcel，Acc朗Sを利用  部分が自作   

図5．1プロトタイプシステムのソフトウェア構成  

プロトタイプシステムでは2つの異なるUNIXサーバー上にDSpaceとPo白tgreSQL（注  

5．2）をインストールする。ここで、DSpaeeはj寧p（注5．3）で記述されているためサーブレット  

コンテナ（注5．亜が必要となる。プロトタイプシステムでは恥mcat（注5．5）上でDSpaceを動  

作している。また、封入や開封といった作業はW払dow8ⅩP上で作業するため封入・開封・  

開示・返却編集・預け入れ編集・預かり情報取り出しの各プログラムはWhdムwsxp上に存  

在している。また開示プログラムで用いられるExcelやAcees8も同様に1粁血dow8ⅩP上に  

存在している。これら各ソフトウェアやプログラムを管理者が換作することで連携保存のモ  

デルを実現する  
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5．1．4封入プログラム   

封入プログラムは源システム側保存情報をⅩML技法によりカプセル化するためのプログ  

ラムである。封入プログラムの大まかな流れは次のようになる。  

1．封入するコレクションの場所およびコレクション中の保存情報の個数を指定  

2．保存情報を封入して格納するためのⅩMLファイルを作成（encap・iとする）  

3．コレクション中の保存情報・iの取り出し  

4．保存情報・iのCDOの取り出し  

5．取り出したCI）0をbaBe64Binaryへ変換し、enCaP・iへ格納  

6．保存情報・iのRIを取り出し、enCap－iへ格納  

7．保存情報・iのPDIを取り出し、enCap・iへ格納  

臥enc叩・iの整形（ⅩML宣言の記述及び図4．3、4．5形式へ変更）  

（ただし、巨トコレクション中の保存情報の個数）   

本研究で作成した封入プログラムはパラメータとして封入したいコレクションの場所と  

コレクションを構成している保存情報の個数を与えてやれば、上の一連作業をコレクション  

中の保存情報の個数だけ一括して行うものとなっている。また封入プログラムはC音譜を用  

いて作成しており、b舶e64Binaryへの変換にMIMEコンバートDLL（注5・6）を活用した。  

5．1．5開封プログラム   

開封プログラムはカプセル化された源システム側保存情報を元の形式に戻すためのプロ  

グラムである。開封プログラムの大まかな流れは次のようになる。  

1．開封するコレクションの場所およびコレクション中の保存情報の個数を指定  

2．開封した源システム側保存情報を格納するためのフォルダを作成（decap・iとする）  

3．コレクション中のencap－iの取り出し  

4．encap・iから源システム側CDOを抽出し、ba紀64Bina叩からビット列へ変換。さらに  

RIを使って元のファイル引こし、decap－iへ格納  

5．encap・iから源システム側PDIを抽出し、decap・iへ格納  

（ただし、i＝トコレクション中の保存情報の個数）   

本研究で作成した開封プログラムはパラメータとして開封したいコレクションの場所と  

コレクションを構成している保存情報の個数を与えてやれば、上の一連作業をコレクション  

の保存情報の個数だけ一括して行うものとなっている。また開封システムはC言語とjava  

言語を用いて作成しており、ⅩML文書の解析には正規表現を活用し、base64BhaⅣのデコ  

ードにはjavam由1【12】のアプリケーションプログラムインターフェースを活用した。また、  

開封プログラムを実行するにはjavaの実行環境が必要となる。  
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5．1．6開示プログラム   

開示プログラムはカプセル化された源システム側保存情報を覗き見るためのプログラム  

であり、必要に応じてMicroso氏Excel、Micro白0氏Accessを利用する。開示プログラムはま  

ず自作のプログラムにより開示したいコレクションの源システム側保存情報（ⅩML文書）を  

連接する。ここでいう連接とは、開示したいコレクションの要素であるカプセル化された源  

システム側保存情報（ⅩML文書）を保存情報の個数だけ繋げて1つのⅩM工一文書にするこ  

とである。1つのⅩML文書にすることにより、コレクション単位で源システム側保存情報  

を開示できる（図5．2参照）。連接してできたⅩMLファイルをExcelにインポートし、ツリ  

ー構造を維持したままでテーブルを作成する。そのExcelファイルをAcce8Sにインポート  

し、開示機能を実現する。  

Accessへインポート  

保存情報1  

保存情報2  

保存情報3  

（Micro80氏Acce8眉   

データベースファイル）  

データベースの検索  

こ二二‾  

検索結果  

（Microso氏Access   

データベースファイル）  

図5．2開示機能を実行するまでの手順  
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5．1．7返却編集プログラム及び‡引ナ入れ編集プログラム   

返却編集プログラム及び預け入れ編集プログラムは保存情報をディジタルアーカイブシ  

ステムへ格納する際に必要となるファイルを生成するためのプログラムである。このプログ  

ラムは完全に各システムに依存したものとなる。プロトタイプシステムでは簡単のために、  

返却編集プログラムを開封プログラムに組み込み、開封プログラムにより源システム側保存  

情報が開封される際に、DSpaceへ格納するためのファイルを生成するようにしている。一  

方、預け入れ編集プログラムはカプセル化された源システム側保存情報を目的システムが自  

システムへ格納する際に必要となるため、別途作成した。預け入れ編集プログラムには目的  

システム側の保存記述情報を一括して記述する機能も含まれている。実際には返却編集プロ  

グラムは源システムが目的システムへ保存情報を預ける際に添付する必要はない。しかし、  

プロトタイプシステムでは開封プログラムとセットになっているため、目的システム側へ保  

存情報と共に預けることになる。  

5．2プロトタイプシステムに用いるディジタルアーカイブシステム（DSpace）  

【2】【4】【13】［14］  

5．2．1DSpaceの概要   

DSpaceはマサチューセッツ工科大学とヒューレットパッカード社が共同開発したオープ  

ンソースのディジタルアーカイブシステムである。DSpaceはその機能がOAIS参照モデル  

のそれらによく対応したものになっており、DSpaceを構成する各種ソフトウェアはオープ  

ンソースやフリーウェアのソフトウェアが活用されている。   

DSpaceはコンテンツを利用者から受け取り、データベースに格納する。そしてそれらコ  

ンテンツを保管し、要求に応じて配布するという一連の機能を実現する。   

本研究ではOAIS参照モデルに基づいて研究を行い、プロトタイプシステムにDSpaeeを  

採用した。DSpaceを採用した理由にはDSpace及びDSpaceを構成するソフトウェアがオ  

ープンソースやフリーウェアである点と本研究で扱うOAISの機能（表現情報や保存記述情  

報といったメタデータ、コレクションの概念など）をDSpaceが標準で備えている点が挙げ  

られる。  
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5．2．2DSpaceの情報モデル   

DSpaceの情報モデルを図5．3に示す。  

図5．3DSpaceの情報モデル   

DSpaeeにおける保存情報の基本単位はItemである。Itemは1つ以上のコレクションに、  

コレクションは1つ以上のCommu血暗に所属する。さらにⅠ鹿mは複数のビットストリー  

ムをまとめるBundleからなる。ItemはDtiblin Core Recordを必ず持ち、Bit8treamは  

BitstreamFormatを参照する。ここでBitBtreamはビット列そのものであり、そのビット  

列をまとめるものとしてBu皿心eが存在する。例えばHTML文書がbtmlファイルとjpgフ  

ァイルから構成されている場合、BⅥndleはHTML文書であり、B比良はeamは址mlファイ  

ルとjpgファイルである。さらにBit8treamはBit8tream Formatを参照する。Bit8trea皿  

Formatはそのフォーマットのコンテンツをどのように解釈するかを示すものである。   

図 5．4にComm血ty－Co11ection・Item・Dublin Core Recordの関係の例を示す。  

CommⅧ正好としで工学部”を作成する。工学部ぽ，電気工学科’，、”情報工学科”、’’4年次生”  

の3つのCouectionから成る。さらに、ItemとしてA君、B君、C君、D君があり、A君  
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は電気工学科のコレクションの要素であり、B君は電気工学科と4年次生のコレクションの  

要素である。C君、D君も同様に考える。また、A君、B君、C君、D君はそれぞれ1つの  

dubhn＿COrereCOrdを持つ。  

図5．4Commumity・Collection・Item・DubhnCoreRecordの関係   

図5．5にItem・Bundle・Bitstream・Bi七StreamFormatの関係の例を示す。ItemlとItem2  

はそれぞれ1つのDubhCoreRecordを持っている。ItemlはBundlelとBundle2からな  

っておりItem2はBundle2とBundle3から成っている。Bundle2はHTML文書であり、  

Bit8trea皿1、Bit8tream2、Bit8trea皿3から成っている。Bi七Streamlはhtmlファイルなの  

でBit8treamFormatとしで，HTMLFormaで，という情報を持っている。また、Bitstream2  

とBitstream3はHTML文書内のJPEGファイルなのでBi七島tream Formatとしで，JPEG  

Format”という情報を持っている。BundlelおよびBundle3もBundle2と同様に1つ以上  

のBitstreamから成る。  
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図5．5Item－Bundle・Bitstream・BitstreamFormatの関係   

各ビットストリームフォーマットはさらに、サポートレベルを持つ。これは、運営機関が  

そのフォーマットのコンテンツを将来にわたってどの程度保存できるかを示している。運営  

機関が設定できるビットストリームフォーマットのサポートレベルにはSupported・  

Known・U血nownの3つがある。これら3つのサポートレベルの定義は以下の通りである。  

S叩pOrted ‥フォーマットは認識されている。運営機関は、マイグレーションやエミュレ  

ーションのような技術により、このフォーマットのビットストリームを将来に  

おいても利用できることを確信している。  

：ファーマットは認識されている。運営機関はこのフォーマットのビットスト  

リームをそのままの形で保存し、引き出せることを約束する。また、運営機関  

Known  

は、このフォーマットをSuppoれedレベルに引き上げる努力をする。  

Uns叩pOrted：フォーマットは認識されていない。しかし、運営機関はこのビットストリー  

ムをそのままの形で保存し、引き出せることを引き受ける。  

37  

83   



5．2．3DSpaceにおけるコンテンツの提出及び取り出し   

DSpaeeにおけるコンテンツの提出および取り出しの実行には2つの方法がある。1つは  

Web UI（ウェブユーザーインターフェース）を用いる方法である。これはWebブラウザから  

コンテンツの提出及び取り出しを行う方法であり単一コンテンツごとに実行する。もう一方  

の方法はBatchItemImporter及びBatchItemExporterを用いる方法である。BatchItem  

Importer及びBatchItemExporterはUNIX上でコマンドを入力することによりコンテン  

ツの提出及び取り出しを行うDSpaceの機能である。この方法を用いれば、Ⅰ也mをコレク  

ション単位で一括してインポート及びエクスポートできる。なお、BatcbItemImporter及  

びBatchItemExporterでItemをインポート・エクスポートする際にはDSpaceシンプル  

アーカイブフォーマットを用いる。   

DSpaceシンプルアーカイブフォーマットとはBatcbItemImporter及びBat血Item  

Exporterを実行する際のItemのデータ形式である。図5．6にインポートの際のDSpaceシ  

ンプルアーカイブフォーマットの例を示す。コレクションのディレクトリがItemのサブデ  

ィレクトリを1つ以上持っており、Ite皿のサブディレクトリはコンテンツのファイル以外  

にdubhしCOre．Xmi（ダブリンコアメタデータファイル）ファイル（図5．7参照）とcontent白  

ファイルを持つ。COntent8ファイルとは各Itemディレクトリ内のインポートしたいファイ  

ルあるいはエクスポートしたファイルを記述したファイルである。さらに 、エクスポれ卜し  

た場合にはこのほかにbandleという紋別子ファイルが含まれる。  

eollec也onl／  

iteml／  

dublin＿COre．Xml  

COntent8  

abe．txt  

def．doc  

item2／  

dubhIしCOre．Xml  

COntent8  

如．jpg  

jユd．pdf  

図5．6DSpaeeシンプルアーカイブフォーマット  
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＜dublin＿COre＞  

＜dcvalueelement＝‖titleT．quali＆er＝．1none”＞あいうえお＜／dcvalue＞  

＜dcvalueelement＝■一date，．qualifier＝，li88ued”＞2005く／dcvalue＞可dub正札＿COre＞  

＜dcvalueelement＝1．titleMqualifier＝．falternate‖1ang・uage＝．1jp‖＞おかだ可dcvalue＞  

く／ddbliMOre＞  

図5．7dub山LCOre．X皿1のフォーマット   

図5・6で∝心ec血nlというディレクトリの下にiteml、item2・ 

トリが存在している。このサブディレクトリの中にはdub地ore．xmlファイルと∽血e雨S  

ファイル、インポートするコンテンツのファイルが格納されている。なお、iteml内の  

00血entsファイルにはインポートするコンテンツファイル名である”abc．はで，とde£do♂が記  

述されている。他の00ntent8ファイルも同様である。   

図5．7で各ダブリンコアメタデータは、dcvdue要素内に格納される。さらにdcvdue要  

素ぽ’element”、”quahfier”、”1anguage”の3つの属性を持つ。”element”属性にはダブリン  

コア要素（Dub追n Core Metadata Element Setで定義されている15の要素名）を記述  

し、”qua追五er”はダブリンコア限定子（DubhnCoreMetadataElementSetをより詳細に記  

述するための要素）を記述する。まだ’卯岬”にはダブリンコア要素のISO言語コードを  

記述する。   

次にDSpaceのBatchItemImporter及びBatchItemExporterの任用方法について説明  

する。図5．8はco11ectionへitemを追加するコマンドを示している。下線部分には適切なパ  

ラメータを与えてやる。ioe＠闇eエ00皿へはd8paeeへ登録したeメールアドレスを記述し、  

蜘へは格納したいDSpaeeのコレクションIDを記述する。（コレクションmは  

DSpaceのウェブユーザーインターフェース等から確認できる。）また、廻へは  

DSpaceへ格納したいitemの場所を記述する。姐は後からインポートしたitemの削  

除や置き換えを行う際に使用するもので、適当な名前を付けて覚えておく。ここで堕鱒鱒」亘  

へは図5．6における∝心ectionlのような、コレクションのディレクトリを措定するというこ  

とに注意が必要である。つまり、図5．8のコマンドにより複数のi鹿mを一括してインポー  

ト出来る（図5．6では∝心ec七山nlを指定することで址eml，止em2‥・をインポート出来る）。  

d8nmOrg．d8PaCe．aPP．iteminport．ItemImport…add・－ePerBOn≒ioe＠l柑er・COm  

・・COllection＝辿旦・－SOurCe＝迦」立”maPfi1e＝些地  

図5．8conectionへi也mを追加するコマンド  
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図5．9はインポートしたitemを削除するコマンドを示している。姐へ削除したい  

itemのmap以eを記述する。  

d8runOrg．d鱒paCe．apP．itemimport．ItemImport・－remOVe・・map丘1e＝越  

図5．9インポートしたitemを削除するコマンド   

図5．10はインポートしたite皿を別のitemに置き換えるコマンドを示している。  

joe＠u白er．COmへはd8PaCeへ登録したeメールアドレスを記述し、ggeCtionnrhは置き換  

えられるitemの格納されているコレクションのIDを記述する。また、皇短軸へは置き  

換えるitemの場所を記述する。鱒鱒p印阜には置き換えられるitemのDSpaceへインポート  

した際に記述したmap丘1eを記述する。なお、囲5．8と同様でiも印建L㊥へはコレクション  

のディレクトリを指定するため、一括して複数itemの置き換えができる。  

d＄runOrg・d8PaCe・aPP・itemimport・Itemlmport…replace－・ePer80n軍joe＠uBer・COm  

－qCOneCtion軸…白OurCe＝items dir－・maPfi1e＝鱒些垣提                                                                                         ■               ■  

図5．10インポートしたitemを別のitemに置き換えるコマンド   

図5．11はコレクション単位でitemを取り出すコマンドを示している。迎へは取り出  

したいコレクションのIDを記述し、由8L如へは取り出したコレクションの保存先を記述  

する。また卿異型∴へ記述した番号から順にDSpaceシンプルアーカイブフォーマットへ  

付番する。つまり、図5．6のiteml、item2‥・がseq＿numから始まる番号に割り当てら  

れる。  

dsrunOrg．dspace．app．itemexport．ItemExport－・tyPe＝COLLECTION…id＝由迫圭⊇  

・・deBt＝deBt dir・・number  

図5．11eoneetion単位で止emを取り出すコマンド   

図5．12はitemを単－で取り出すコマンドを示している。主立些寧！pへは取り出したいitem  

のIDを記述し、馳、革些L旦些はコレクション単位での取り出しと同様である。  

dsrunOrg．d鱒paCe．apP．itemexport．ItemExport・－tyPe＝ITEM－・id＝圭堕型圭9  

－－dest＝虫出立－－number  

図5．12itemを単一で取り出すコマンド  
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5．3プロトタイプシステムの実装モデル   

図5．13に預けの実装モデルを示し、図5．14に返却の実装モデルを示す。なお、図中の記  

号A～Lは図5．14の下に示したファイル構成内の記号A…Lに対応している。   

記号A～Lは預け及び返却の過程におけるファイルの構成を示している。また、図5．13及  

び図5．14は図4．13及び図4．14に対応したものになっている。   

預けの実装モデルについて説明する。まず、DSpace内に格納されている保存情報（A）  

をコレクション単位でUNIX上の指定したディレクトリ内（ここではokadatakとする）に  

一括して取り出す。この際、BatchItemExporterを用いる。そして氏pを用いて封入作業  

を行う希境（今回はWindow白ⅩP）へコレクションを一括して転送する。そして封入プログ  

ラムを用いて保存情報をコレクション単位で一括してカプセ／レ化する拍）。カプセル化した  

保存情報及び開示・開封プログラム（C）を目的システム側へ送る。目的システム側ではカ  

プセル化された保存情報を預け入れ編集プログラムで目的システム側DSpaceに格納できる  

ような形態（DSpaceシンプルアーカイブフォーマット）にし（助、開示・開封プログラムを  

手作業で目的システム側DSpaceに格納できるような形態にする（D）。この時、カプセル化  

された保存情報に対するダブリンコアメタデータファイルの作成（プログラムによる一括処  

理）や開示・開封プログラムへのダブリンコアメタデータファイルの作成（手作業）も行わ  

れる。そしてカプセル化された保存情報及び開示・開封プログラムはDSpaceが動いている  

環境へ氏pにより転送される（F）。そして、カプセル化された保存情報と開示■開封プログ  

ラムを同一のコレクション内に格納する（G）。この時BatchItemlmporterを用いる。ま  

た、G内のAlC．txtは目的システム側管理者が源システム側から預かった保存情報をDSpace  

へ格納する際に作成する。   

返却の実装モデルについて説明する。源システム側から預かっている保存情報の返却依頼  

を受けたらDSpace内に保持している預かりの保存情報及び開示・開封プログラムから成る  

コレクションをokadatakディレクトリへ一括して取り出す（G）。この際、BatchItem  

Exporterを用いる。そしてftpを用いて目的システム側で作成した情報の削除を行う環境へ  

コレクションを一括して転送する。そして、保存情報（H）と開示・開封プログラム（Ⅰ）を  

分ける。目的システム側で作成した情報を削除することで源システムから受け取った状態の  

預かり情報（J）及び開示・開封プログラム（K）を取り出し、源システム側へ返却する。目  

的システム側でつけた情報の削除は、保存情報に対しては預け情報取り出しプログラムで一  

括して行い、開示・開封プログラムに対しては手作業で行う。源システム側では開封プログ  

ラムを用いて保存情報を開封し、返却編集プログラムにより源システム側DSpaceへ格納で  

きるような形態にする（L）。開封された保存情報は允pによりDSpaceが動いている環境へ  

転送され、BatchItemImporterによりDSpace内に格納される（M）。  
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源システム  目的システム  

DSpace 
（ラ  

DS。aCe 

Ba止血I鹿  

（う  

Ba血Ⅰ叫0血  

oka血t 

ok  
Ⅷ  

windowsXP  
f匝  

封入プログラム  

預け入れ編集プログ  

■B  
ラム  

開封方法  

（開示・開封プログラム）  
手作業による預け入  

れ編集  

windoⅥ唱ⅩP  

図5．13預けの実装モデル  
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源システム   目的システム   

DSpace 
（う   

DSpace  

Ba血Ite血画 Ba血Ⅰ地軸0血 

（う   

Oka血t 

。ka。atak 
UNlX 

血ndow＄ⅩP   血dow戎P  

開封プログラム  
預け情報取り出しプ 

返却編集プログラム  

図6．14返却の実装モデル  

ファイル構成  

AIC．はt（源）  

content8（源）  

dublin」：Ore．Xml  

（源）  

bandle（源）  

abc．txt  

de£doc  

con鹿nt8（源）  

dubhnJ氾托．Xml  

（源）  

bandk（源）  2  

●  ●  ●   ●  
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kaiji．exe  

kai餌．exe  

readme．xml  

ka払exe  

ka血．exe  

read皿e．Xml  

eonten也（目）  

dublin」：Ore．Xml（目）  
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1．xml  

contents（目）  

dublin＿COre．Xml  

（目）  

2．xml  

content8（目）  

d豆blin＿00re．Xml  

（日）  

kaiji．exe  

kai軋l．eXe  

readme．xml  

conte王I七島（目）  

dllbhn＿COre．X皿1  

（目）  n  
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AIC．txt（日）  

cont¢ntさ（目）  

d11blin」氾re．Xml  

（目）  

baIldl¢（目）  

2．xml  

content8（目）  

ddb血JOre．Xml  

（目＋）  

bandle（日）  

1．xml  

conten也（目）  

dublin」ニOre．Xml  

（目＋）  

bandl¢（目）  

kaiji．exe  

ka血．exe  

re且dme．xml  

content8（目）  

dubhnJOre．Xml（目＋）  

bandle（目）  n  

（※）dubhrLCOre．Xml（目t）とはFのdublin＿COre．X皿1（目）にDSpaceが新たにdublirLCOreの  

要素を追加したことを意味する。  
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kaiji．exe  

k8i魚l．eXe  

readme．x皿1  

content8（日）  

dub血」氾re．Xml（目＋）  

bandle（目）  

ka払exe  

kai魚l．eXe  

readme．xml  

47  

93   



abc．txt   

de£doc  

conten短（源）  

dublれ＿CO代．Xml  

（源＋）  

bandle（源′）  2  

AIC．txt  

conten短（源）  

dubli札JOre．Xml  

（源＋）  

bandle（源′）  

（※）dubhn＿eOre．Xml（源＋）はLのdubh＿COre．Xml（源）にDSpaceが新たにdublirLCOreの  

要素を追加したことを意味する。  

（※）handle（源′）はAのhandle（源）とは違うことを意味する。  

（※）DSpace中の④，⑥，⑳はDSpaceシンプルアーカイブフォーマットで表現している。   

次に、開示機能の実装方法について説明する。開示機能はカプセル化された源システム側  

保存情報を覗き見るためのものであり、必要に応じてMicrosoftExcel、MicrosoftAcces8を  

利用する。開示機能実行の大まかな流れは以下のようになる（図4．16，図5．2参照）。  

1．DSpaceのウェブユーザーインターフェース（WebUI）を用いて、開示したいコレクショ  

ンの同定（目的システム側PDIを頼りに行う。）  

2．開示したいコレクションを取り出す（前述のファイル構成⑳）。  

3．開示したいコレクションの源システム側保存情報（ⅩML文書）を連接する（⑥内の   

ka軌exeを用いる）。  
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4．3で生成された連接ファイルをMicroso氏Excelに取り込む。  

5．4で生成されたExcelファイルをAcces8に取り込む。  

6．5．で生成されたファイルをAeces8のクエリ機能を使って開示。（源システム側PDI及び  

RIを頼りに行う。）  

7．実際に開封してみたいコンテンツがあれば開封プログラム（⑨内のka血．exe）を用いて  

CDOをビット列に変換し、RIを頼りにコンテンツを表示する。（5．1．3と同様の手続きで行  

う）  

（※）ここで開封プログラム実行の前にあらかじめ開封したい保存情報からなるコレクショ  

ンを作成し、それを開封プログラムに与える。  

（※）開示機能は目的システム側に限らず源システム側でも実行され得る。⑥に対して開示  

機能が実行されるというのは、ファイル構成が⑥であるものに対して実行されるという意味  

であり、図5．13，5．14内の⑥に対して実行されるという意味ではない。また、上述の開示機  

能実行の大まかな流れ（1～7）は目的システム側を対象とした流れであり、源システム側  

で実行する際には流れの3から始めることになる。  

5．4DSpaceにおけるデータ記述の例   

源システムが次の3つのitemを目的システムヘ預ける場合を例にとってDSpaceにおけ  

るデータ記述について述べる。源システム側item名とはカプセル化する前のitemのタイト  

ルで源システム側コンテンツファイルがそのitemを構成するコンテンツファイルである。  

また、目的システム側コンテンツファイルが、カブセ／レ化して出来たⅩML文書ファイルで  

あり、そのファイルから構成されるitemのタイトルが目的システム側址em名である。  

iteml  

源システム側item名：概要  

源システム側コンテンツファイル：AIC．tx七   

日的システム側item名：蝕omt白ukuba3   

目的システム側コンテンツファイル：3．xml  

item2  

源システム側item名：あおあじ  

源システム側コンテンツファイル：aO如i．jpg，aO如i．tx七   

日的システム側item名：蝕omtsukdba2   

目的システム側コンテンツファイル：2．xml  

item3  

源システム側item名：あおりいか  

源システム側コンテンツファイル：aOriika．jpg，aOriika．tx七   

日的システム側item名：fromtsukdbal   

目的システム側コンテンツファイル：1．xml  
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図5．15にitemlに対する源システム側dubhnJOre．Xmlの記述例を示す。  

くdublin＿COre〉  

くdcvalue element＝”contributor”qualifier＝”author”〉たけし，おかだく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝NdateN qualifier＝”accessioned”〉2004－1卜24TO6：25：08Zく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝Ndate”qualifier＝”available”〉2004－1卜24TO6：25：08Zく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝Ndate”qualifier＝”issued”〉2004－1卜24TO6：25：08Zく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝NidentifierN   

qualifier＝”uriN〉http：／／hdl．handユe．net／123456789／190く／dcvalue）  

くdcvalue element＝〝descriptionN qualifier＝proVenanCe〝〉Submitted by TakeshiOkada 〝  

（okadatak＠slis．tsukuba．ac．jp）on2004－1卜24TO6：25：08Z No．ofbitstreams：1AIC．txt：  

141bytes，Checksum‥ 5137b69dfOe6d8eae263f29632d8618d（MD5）く／dcvalue〉  

〝 くdcvalue element＝NdescriptionN qualifier＝prOVenanCe〝〉Made availablein DSpace on   

2004－1卜24TO6：25：08Z（GMT）．No．of bitstreams：1AIC．txt：141bytes，Checksum：   

5137b69dfOe6d8eae263f29632d8618d（MD5）く／dcvalue）  

くdcvalue element＝”formatN qualifier＝”extent”〉141bytesく／dcvalue）  

くdcvalue element＝”formatN qualifier＝NmimetypeN）text／plainく／dcvalue〉  

くdcvalue elemerlt＝NlanguageN qualifier＝”iso”〉jaく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”relationN qualifier＝”ispartofseries”）魚；lく／dcvalue）  

くdcvalue element＝Ntitle”qualifier＝”noneN〉概要く／dcvalue〉  

くdcvalue element＝Ntype”qualifier＝”none”〉Preprintく／dcvalue〉  

く／dublin＿COre〉  

図5．15源システム側dubliMOre．Xml   

図5．16にカプセル化した源システム側保存情報（址eml）の記述例を示す。OAIS参照モデ  

ルの情報モデルに従ってⅩML形式で記述している．。図4，5にOAIS参照モデルに基づいた  

記述例を示したが、ここでは図4．5をDSpaceのフォーマットに書き換えたものになってい  

る。図5．16中にhcen8e．tXtというファイル名が記述されているが、これはDSpaceからコ  

ンテンツを取り出した時にコンテンツに付与されてくる、コンテンツのライセンスに関する  

ファイルである。  
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く？Ⅹmlversion＝”1．ON encoding＝euc－jp”？〉 〝   

くAIP〉   

くCI〉   

くelementofCI〉  

くRI〉1icense．txtく／RI〉  

くCDO encode＝”base64Binary”〉TGljZW5zZSBncmFudGVkIGJ5IFRha2VzaGkgT2thZGEgKG9rY〈／CDO〉  

く／e18mentOfCI〉  

くelementofCI〉  

くRI〉AIC．txtく／RI〉  

くCI）O encode＝”base64Binary”〉grGCzINSg4yDToNWg4eDk4LNk／qWe4LJgqKC6YubgsyCsoKtiく／CDO）  

く／elementofCI〉  

く／CI〉  

くdublin＿COre〉  

くdcvalue element＝”contributorJ’qualifier＝”author”〉たけし，おかだく／dcvalue〉  

くdcvalue elenent＝Ndate”qualifier＝Naccessioned”〉2004－1卜24TO6：25：08Z（／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”date”qualifier＝”available”〉2004－11－24TO6：25：08Zく／dcvalue）  

くdcvalue element＝”date”qualifier＝”issued”〉2004－1卜24TO6：25：08Zく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝Nidentifier”  

qualifier＝”uri”〉http：／／hdl．handle．net／123456789／190く／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”description”qualifier＝PrOVenanCe”〉Submitted by TakeshiOkada 〝   

（okadatak＠slis．tsukuba．ac．jp）on2004－1卜24TO6：25：08ZNo．ofbitstreams：1AIC．txt：  

141bytes，Checksum：5137b69dfOe6d8eae263f29632d8618d（MD5）く／dcvalue）  

〝 くdcvalue element＝”description”qualifier＝prOVenanCe”〉Made availablein DSpace on  

2004－1l－24TO6：25：08Z（GMT）．No．of bitstreams：1AIC．txt：141bytes，Checksum：  

5137b69dfOe6d8eae263f29632d8618d（MD5）く／dcvalue〉  

（dcvalue element＝”formatN qualifier＝”extent”〉141bytes（／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”format”qualifier＝nmimetypeN〉text／plainく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝Nlanguage”qualifier＝”iso”〉jaく／dcvalue〉  

くdcvalue elenent＝NrelationN qualifier＝NispartofseriesN〉魚；1く／dcvalue）  

くdcvalue element＝”titleN qualifier＝NnoneN〉概要く／dcvalue）  

くdcvalue element＝”type”qualifier＝Nnone”〉Preprintく／dcYalue〉  

く／dubliれ」COre〉  

く／AIP〉  

図5．16カプセル化した源システム側保存情報  
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図5．17にカプセル化した源システム側保存情報（iteml）に対する目的システム側  

血b山LCOre．Xmlの記述例を示す。預け入れ準備プログラムにより作成する要素に下線をつ  

けており、その他の要素はDSpaceで自動的に付けられる要素となっている。ここ  

で、”叫はシリ  

ーズ名の要素であり、コレクション内の親子関係を維持するためにAlUがAICの名前を覚  

えていることを示している（図4．10参照）。ただし、4章でも述べたようにこれは各システ  

ムが任意で行うことである。  

くdublin＿COre〉  

くdcvalue element＝”date”qualifier＝”accessioned”〉2005－0卜19TO2：41：46Zく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝Ndate”qualifier＝NavailableN）2005－01－19TO2：41：46Zく／dcvalue〉  

〈dcvalue element＝”date”qualifier＝”issued”〉2005－0卜19TO2：41：46Zく／dcvalue〉  

くdcvalue  

element＝”identifier”qualifier＝NuriN〉http：／／hdl．handle．net／123456789／212く／dcvalue〉  

〈dcvalue elemerlt＝”description”qualifier＝provenance”〉Made availablein DSpace on 〝   

2005－Olq19TO2：41：46Z（GMT）．No．of bitstreams：13．xml：4421bytes，Checksum：  

2a75c235d8a34cd735e4a2825bb18efl（MI）5）く／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”format”qualifier＝”extent”〉4421bytesく／dcvalue〉  

〈dcvalue element＝NformatN qualifier＝”mimetype”〉text／Ⅹmlく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”1anguage”qualifier＝”iso”〉en＿USく／dcvalue）  

くdcvalue element＝NrelationN qualifier＝”ispartofseries”〉series；fishく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”title”qualifier＝”noneN〉fromtsukuba3く／dcvalue〉  

く／dublin＿COre〉  

図5．17 目的システム側d豆bhしCOre．Xml（カプセル化した源システム側保存情報に対して）  

図5．18に開示機能を実行する際にエクセルへインポートするファイルの記述例を示して  

いる。これはカプセル化した保存情報Gteml，item2，i七em3）の連接ファイルであり、3つの保  

存情報を1つのⅩML文書にしている。また、CDOの代わりに各保存情報へのリンク情報を  

追加している。カプセル化した保存情報のCDOはコンテンツのビット列を文字列に変換し  

たもので、コンテンツの種類によっては非常に長い文字列となってしまう。Excelでは文字  

列の上限を定めていることもありCDOの文字列は割愛する。その代わりに連接前の個々の  

保存情報のアドレスをリンク情報として連接ファイルへ追加することにした。個々の保存情  

報とはカプセル化されてできたⅩML文書であり、CDOの文字列も含まれている。開示機能  

を実行した人はRIやPDIにより表示したいコンテンツを決定し、リンク情報を頼りに実際  

に表示したいコンテンツの保存情報ヘアクセスする。リンク情報は開示プログラムの連接機  

能が、開示者により与えられた、開示するコレクションのアドレスから個々の保存情報のア  

ドレスを解析し、連接ファイルへ付加する。連接ファイルのCDO要素にはCDOの文字列  
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の代わりに”lookatthelir止’’という文字列を格納し、新たに山正賓素を追加した。図5．19  

に図5．18のツリー型データ表現を示す。  

く？Ⅹmlversion＝”1．0”encoding＝euC－jp”？〉 〝  

くcollection〉   

くitem〉   

くAIP〉   

くCI〉   

くelementofCI〉  

（CDO）look at thelinkく／CDO）  

くRI〉license．txtく／RI〉  

く／elementofCI〉  

くelementofCI〉  

くCDO〉look at thelinkく／CDO〉  

くRI〉AIC．txtく／RI〉  

く／elementofCI〉  

く／CI〉  

くdublin＿COre〉  

くdcvalue element＝”contributor”qualifier＝”author”〉たけし，おかだ（／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”date”qualifier＝”accessioned”〉2004－11－24TO6：25：08Zく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”date”qualifier＝”availableN〉2004－1卜24TO6：25：08Zく／dcvalue）  

くdcvalue element＝”date”qualifier＝”issued”〉2004－1卜24TO6：25：08Zく／dcvalue）  

くdcvalue  

element＝”identifier”qualifier＝”uri”〉http：／／hdl．handle．net／123456789／190く／dcvalue）  

くdcvalue element＝NdescriptionN qualifier＝prOVenanCe”〉Submitted by TakeshiOkada 〝   

（okadatak＠slis．tsukuba．ac．jp）on2004－1卜24TO6：25：08ZNo．ofbitstreams：1AIC．txt：  

141bytes，Checksum：5137b69dfOe6d8eae263f29632d8618d（MD5）く／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”description”qualifier＝prOVenanCe”〉Made availablein DSpace on 〝   

2004－1卜24TO6：25：08Z（GMT）．No．of bitstreams：1AIC．txt：141bytes，Checksum：  

5137b69dfOe6d8eae263f29632d8618d（MD5）〈／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”format”qualifier＝”extent”〉141bytesく／dcvalue〉  

くdcvalue elementニ”format”qualifier＝”mimetypen）text／plainく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”1anguage”qualifier＝”iso”〉jaく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”relation”qualifier＝”ispartofseries”）魚；1く／dcvalue）  

くdcvalue element＝”title”qualifierニ”none”〉概要く／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”type”qualifier＝”none”〉Preprintく／dcvalue〉  
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く／dublin＿COre〉  

く／AIP〉  

く1ink〉C：／卜19demo／hiroshima／卜19／1／3．xmlく／link〉  

く／item〉  

くitem〉   

くAIP〉   

くCI〉   

くelementofCI〉  

くCDO）look at thelinkく／CDO）  

くRr〉1icense．txt〈／RI〉  

く／elementofCI〉  

くelementofCI〉  

くCDO〉look at thelinkく／CDO〉  

くRI〉aoaji．txtく／RI〉  

く／elementofCI〉  

くelemen七OfCI〉  

くCDO〉look at thelinkく／CDO〉  

くRI〉aoaji．jpgく／RI〉  

く／e18mentOfCI〉  

く／CI〉  

くdublin＿COre）  

くdcvalue element＝”contributor”qualifier＝”author”〉たけし，おかだく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”date”qualifier＝”accessioned”〉2004－1卜24TO6：26：34Zく／dcvalue〉  

くdcvalue elemen七＝NdateN qualifier＝Navailable”）2004－1l－24TO6：26：34Zく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝Ndate”qualifier＝NissuedN〉2004－1卜24TO6：26：34Zく／dcvalue〉  

くdcvalue  

element＝Nidentifier”qualifier＝Nuri”〉http：／／hdl．handle．net／123456789／191く／dcvalue〉  

くdcvalue element＝Ndescription〝qualifier＝prOVenanCe〝〉Submitted by TakeshiOkada 〝   

（okadatak＠slis．tsukuba．ac．jp）on2004－1卜24TO6：26：33ZNo．ofbitstreams：2aoaji．txt：  

116bytes，Checksum：870284a526529737f48a2690a3948797（MI）5）aoaji．jpg：24501bytes，  

checksum：cc45238a2ca7b458671e29968b4dd792（MD5）く／dcvalue〉  

くdcvalue element＝〝descriptionN qualifier＝prOVenanCeN）Made availablein DSpace on 〝   

2004－1卜24TO6：26：34Z（GMT）．No．of bitstreams：2aoaji．txt：116bytes，Checksum：  

870284a526529737f48a2690a3948797 （細）5） aoaJl．Jpg： 24501 bytes， Checksum：  

cc45238a2ca7b458671e29968b4dd792（Ⅶ〕5）く／dcvalue〉  

くdcvalue element＝NformatN qualifier＝”extent”〉116bytes（／dcvalue）  
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くdcvalue element＝”format”qualifier＝”extent”〉24501bytesく／dcvalue〉  

くdcvalue elenlent＝”format”qualifier＝”mimetype”）text／plain〈／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”formatN qualifier＝”mimetypeN〉image／jpegく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”1anguage”qualifier＝”iso”〉jaく／dcvalue）  

くdcvalue element＝”relationP qualifier＝NispartofseriesN）魚；2く／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”title”qualifier＝”none”〉あおあじく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”typeN qualifier＝”noneN〉Imageく／dcvalue）  

く／dublin＿COre〉  

く／AIP〉  

く1ink〉C：／l－19demo／hiroshima／卜19／2／2．xmlく／1ink〉  

く／item〉  

くitem〉   

くAIP〉   

くCI〉   

くelementofCI〉  

くCDO〉look at thelinkく／CDO〉  

くRI〉1icense．txtく／RI〉  

く／elementofCI〉  

くelementofCI〉  

くCDO）look at thelink（／CDO〉  

くRI〉aoriika．txtく／RI〉  

く／elementofCI〉  

（elementofCI〉  

くCDO〉look at thelinkく／CDO〉  

くRI〉aoriika．jpgく／RI〉  

く／elementofCI〉  

く／CI〉  

くdublin＿COre〉  

くdcvalue element＝〝contributor”qualifier＝NauthorN〉たろう，やまだく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝NdateN qualifier＝NaccessionedN〉2004－1卜24TO6：27：33Zく／dcvalue）  

くdcvalue element＝Ndate〝qualifier＝”available”）2004－11－24TO6：27：33Z〈／dcvalue）  

くdcvalue element＝NdateN qualifier＝NissuedN〉2004－11－24TO6：27：33Zく／dcvalue）  

くdcvalue  

element＝NidentifierNqualifier＝NuriN）http‥／／hdl，handle．net／123456789／192（／dcvalue〉  

くdcvalue element＝〝descriptionN qualifier＝prOVenanCeN）Submitted by TakeshiOkada 〝   

（okadatak＠slis．tsukuba．ac．jp）on 2004－1卜24TO6：27：33Z No・Of bitstrea山S：2  
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aoriika．txt：142 bytes，Checksum：a558ee224627bf72f61fdfdldac22c5a （MD5）  

aoriika．jpg‥20847bytes，Checksum‥2f45087b2b3f2bOllf2ad95e3da2924b（MD5）く／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”description”qualifier＝prOVenanCe”〉Made availablein DSpace on 〝   

2004－1l－24TO6：27：33Z（GMT）．No．of bitstreams：2aoriika．txt：142bytes，Checksum：  

a558ee224627bf72f61fdfdldac22c5a （MD5） aoriika．jpg： 20847 bytes， Checksum：  

2f45087b2b3f2bOllf2ad95e3da2924b（MI）5）く／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”formatN qualifier＝”extent”〉142bytesく／dcvalue）  

くdcvalue element＝”format”qualifier＝”extent”〉20847bytes（／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”format”qualifier＝”mimetype”）text／plain〈／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”formatN qualifier＝”mimetypeN〉image／jpegく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”1anguage”qualifier＝”iso”〉jaく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”relation”qualifier＝”ispartofseries”）魚；3く／dcvalue〉  

くdcvalue element＝Ntitle”qualifier＝”none”〉あおりいかく／dcvalue〉  

くdcvalue element＝”typeN qualifier＝”none”〉Imageく／dcvalue〉  

く／dublin＿COre）  

く／AIP〉  

く1ink〉C：／卜19demo／hiroshima／ト19／3／1．xmlく／1ink〉  

く／item〉  

く／collection〉  

図5．18開示機能を実行する際にエクセルへインポートするファイル（カプセル化した保存  

情報の連接ファイル）  

図5．19エクセルへインポートするファイルのツリー型データ表現  
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図5．18のⅩML文書をExcelに取り込み、Excelで生成されたファイルをAcceB昌に取り  

込むと図5．20のような表が生成される。図5．20の1行目にID，1，2，3，4，5，6，7とあるがそれ  

ぞれ何を示すかについて説明する。なお、図5．20の2行目、3行目はⅩML文書でのディレ  

クトリ構造を示している。2行目にはルートとなる”／conection”を、3行目にはⅩML文書の  

各データの要素名及び属性名を示している。ただし、”＠”は属性を示している。まずIDは表  

中の各レコードを一意に識別するための番号である。”1”は各レコードがどのitemに属する  

かを示すもので、”1”の値が等しいレコードは同じitemに属することを示す。”2”はCDOが  

＜bnk＞内にあることを示しており、，，3”に記述されているファイル名のCDOの実体ぽ’アに  

示されているアドレスのファイル内に存在していることを示す。”4”はdcvd厄e要素のデー  

タを示しており、”5”がそのデータのelepent属性を、’’6”がqualifier属性を示している。  

ro＄hima／卜19／1  

5  g  
たけし，おかだ   contributor  author   C：／ト19血mo／hi  

roshima／ト19／1  

／3．xm暮   

61 38315．267454   dat¢   aGGOSSionod  C：／卜19d8mO／hi  

roshima／ト19／1  

／3．xmt   

l   
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ros摘ma／卜19／1  

roshima／卜19／1  

kadatak＠sLis．tsukuba．acJp）on  roshima／1－19／1  

004－1ト24TO6：25：08ZNo．of  

itstreams：1AIC．txt：141bytes，  

137b89d和e6d8eae283f29632d8  

2004－1ト24TO6：25：08Z（GMT）．  roshima／ト19／1  

No．ofbitstreams：1AIC．txt：141  

byt8S．Checksum：  

5137b69dfOe6d88ae263f29632d8  

618d（MD5）   

12  141bytes   format   ¢Xtent   C：／卜19d¢mO／hi  

roshima／1－19／1  

／3．xml   

13  texレplain   format   mimetype  C：／1－19demo／hi  

roshima／1－19／1  

／3・Xml 

14  a   language  iso   C：／卜19domo／hi  

roshima／ト19／1  

／3．xml   

15  魚；1   relation   lSPa止Ofseries  C：／1－19demo／hi  

roshima／1－19／1  

／3．xml   

16  コ  概要   

nOn¢   C：／1－19demo／hi  

title  roshima／ト19／1   
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拡．シュリ．よ．漕猫鑑  装霊，：ご簑ノ．J■；’！一．封巌罠震  嘉・．1．：b・L・、1い丹．‥∴ヾ慕ごィ⊥こ・ン：．、．ニふ「√．－・：■∵一打立㌫．■㌫㍑十癌鶴無藷－  
／3．xmI   

17  Preprint   type   nOne   C：／ト19d8mO／hi  

roshima′ト19／1  

／3．xml   

18  2  lookat  C：／卜19d8mO／hi  

the＝nk   roshima′ト柑／2  

／2．xml   

19  2  lookat  C：／ト19demo／hi  

the＝nk   roshima／ト柑／2  

／2．xml   

20  2  lookat  C：／1一柑d8mO／hi  

the＝nk   roshima／ト19／2  

／2．xml   

21  2  たけし．おかだ   ¢On打払utor  8uthor   C：／ト19d¢mO／hi  

roshima／卜19／之  

／2．xml   

22  2  38315．268449   date   aoce＄Sioned  C：／1－19demo／hi  

roshima／卜19／之  

／2．xml   

23  38315．268449   da七色   availablo  C：／ト19d8mO／hi  

roshima／1－19／2  

／2．xmt   

24 l ‖  

38315，268449   date   issued   C：／卜19demo／hi  

ro＄hima／1－19／2  

／2．xml   

25  http：／／hdLhandle．net／123456789  C：／ト柑demo／hi  

／191   roshima／ト柑／之  

妻   
／2．xml   

】26  2  

SubmittedbyTakeshiOkada  

（okadatak鮎Iis．t＄Ukuba．a¢jp）on  roshima／ト柑／2  

2004－1ト24TO6：26：33ZNo．of  ／之．xml   

bitstreams：2ao郎．txt：116bytes，  

CheGksum：   
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48797（MD5）ao如iJpg：24501  

bytes．checksum：  

¢C45238a2Ga7b458671¢29968b4  

dd792（MD5）  

27  2  M郎ね8Vail8bleinDSpaceon  

2004－1ト24TO6：26：34Z（GMT）．  roshima／ト・19／2  

No．ofbits七「¢amS：2aoqji．b此116  ／2．xml   

b班es，Checksum：  

870284a526529737f48a2690a39  

48797（MD5）ao由りpg：24501  

bl几es，CheGksum：  

cc45238a2c87b458671e29968b4  

dd792（MD5）   

28  之  116byt8S   format   8Xtent   C：／1－19d8mO／hi  

roshima／1－19／2  

／之．xml   

29  2  24501bytos   format   ext8nt   C：／卜19demo／hi  

roshima／ト・19／2  

／之．xml   

30  2  texレplain   forrnrnt mimetype  C：／卜19demo／hi  

roshima／1－19／2  

／之．xml   

31  之  imag8パp¢g   format   mim8tyPe  C：／卜19d¢mO／hi  

roshima／卜19／2  

／2．xml   

32  2  

a   

暮anguage  iso   C：／卜19demo／hi  

roshima／卜19／2  

／2．xml   

33  2  魚；2   rらIation   ispartofseries  Cニ／卜19d8mO／hi  

ro＄hima／1－19／2  

／2．xml   

34  2  あおあじ   t氾e   nOn¢   C：／卜19demo／hi   
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roshima／ト柑／2  

roshima／ト19／3  

ro＄hima／ト柑／3  

39  3  たろう，やまだ   contributor  author   C：／ト・19demo／hi  

roshima／1－19／3  

／1．xml   

40  3  38315．269132   dat¢   ac¢eSSion¢d  C：／1－19demo／hi  

roshima／1－柑／3  

／1，Xml   

41  3  38315．269132   date   availabIe  C：／卜19demo／hi  

ro＄hima／ト19／3  

／1．xml   

42  38315．269132   date   i＄Su◎d   C：′1一柑d8mO／hi  

roshima／ト19／3  

／1．xml   

43  

http：／／hdI．handIe．net／123456789  C：／卜19demo／hi  

／192   roshima／ト19／3  

l   

／1．xml   

44  SubmittedbyTakeshiOkada  

】  

（okadatak＠s［is．tsukuba．at；Jp）on  roshima／ト19／3  

⊆  

2004－1ト24TO6：27：33ZNo．of  ／1．xml   

bitstreams：2aori壬ka．txt：142   
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駅．・■ 腐薗 山内l              t・‥・■こ－・雄藩霜離船縛壌翫崇綱紀添       ，．．1／1  
b甚8S．Ch¢¢ksum：  

a55鮎e之24627b打2f61fdfdldac22  

c5a（MD5）aoriikajpg：20847  

bytes，Checksum：  

2f45087b2b3f2bOllf2ad95e3da2  

924b（MD5）  

45  3  MadeavailableinDSpaceon  

2004－11－24TO6：27：33Z（GMT）．  roshima／1－19／3  

No．ofbitstreams：2aoriika．txt：  ／1．xmI   

142bytes．checksum：  

a558ee224627b打2f61fdfdlda¢22  

c5a（MD5）aoriikaJpg：20847  

bytes，Checksum：  

2f45087b2b3f2bOllf2ad95e3da2  

924b（MD5）   

46  3  142bytes   format  extent C：／ト19d8mO／hi   

roshima／1－19／3  

／1．xmI   

47  3  肱 ● ・   format  extent C：／1－19demo／hi   

roshima／ト19／3  

／1．xml   

48  3  t8Xソplain   format  mirnetypeC：／ト19demo／hi   

roshima／1－19／3  

／1．xmI   

49  3  image月peg   format  rnimetypeC：／1－19demo／hi   

roshima／ト19／3  

／1．xml   

50  3  

a   

Ianguage    iso  C：／1－19demo／hi   

roshima／ト19／3  

／1．xml   

5－  魚；3  relation  ispa止Ofs即iesC：／トー19demo／hi   

roshima／卜19／3  
】   

‡   
／1．xml   

ー一山－一一－ムー■－－剛－－一′▼－・・・・・・・－－・・・，・－■■－－▼－－－■一・－－－1▼＋▲・▼－一▼－・－▲一一－・－・】・■d■－■【・一■【■－  
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roshima／ト柑／3 ／1．xml  
53  王mage  type   nOn8  C：／卜19demo／hi  

roshima／ト柑／3  

′1．xml   

図5．20Accessに図5．18のⅩML文書を読み込んで生成される表   

ⅩM工」文書を図5．20のような表にした後、Accessのクエリ機能を使って開示を行う。図  

5．21に開示結果の例を示す。図5．飢ば’dcvalue”の”qua最五er”属性が”au也or”であるレコー  

ドの一覧である。結果の一覧にはID、属性値である”autbor”、属性値が，，a山bor”であ  

る”dcvalue”要素の値、CDOの実体がある場所のアドレスを出力している。この他に  

も”autbor”が”たけし，おかだ’であるレコードを検索したり、検索結果の出力を編集したり  

と様々な検索を行うことが出来る。  

図5．21Accessによる開示結果の例  
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5．5プロトタイプシステムの適用結果   

前節までに述べたように、連携保存モデルの預けから返却の一連動作及び開示機能をプロ  

トタイプシステムで実証できた。また全ての作業をコレクション単位で一括して行うことに  

より現実的な実証を行うことが出来た。  

（注5．1）EchpsePla脆町m2．1．1   

IBMが開発したオープンソースの統合開発環境である。プラグインにより、javaやCな  

ど多種言語の開発環境として利用できる。  

（注5．2）Po8t許eSQL   

オープンソースのリレーショナルデータベース管理システム  

（注5．3）jsp   

javaseTVerPageSの略。java言語を利用してwebサーバーで動的にwebページを生成し、  

クライアントに送信する技術。btmlファイルの中にJavaプログラムを埋め込んでおき、ク  

ライアントの要求に応じてプログラムを実行、処理結果のみをクライアントに送信する。サ  

ーブレットコンテナ上で動作する。  

（注5．4）サーブレットコンテナ   

サーブレットやjspを実行するためのアプリケーションサーバー  

（注5．5）7bmeat   

オープンソースのアプリケーションサーバー  

（注5．6）M‡MEコンバートDLL   

文字列からBase64説nary形式への変換及びその逆変換を行う為のダイナミックリンクラ  

イブラリ。（株）日本アートギアシステムズ   

ライセンス番号：00ト0501210001  
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6．まとめ   

本研究ではOAIS参照モデルに基づいてディジタルアーカイブシステム聞達携による長期  

保存のモデルを考案した。本研究では源システム側で預けたい保存情報の内容情報と保存記  

述情報をカプセル化して目的システム側の内容データオブジェクトとして預け、目的システ  

ム側ではその情報に表現情報と保存記述情報をつけて保管するという手法を提案した。その  

手法を用いて源システムから目的システムヘ保存情報を預け、目的システムから源システム  

へ預かった保存情報を返却するという一連の動作について言及した。さらに、カプセル化し  

た保存情報を覗き見るモデルについても言及した。カプセル化にはⅩML技法を採用し、1  

つの保存情報を1つのⅩML文書に格納することとした。   

本研究で考案した連携保存モデ／レはコレクション単位で一括して処理するものとなって  

いるため、実現にはOAISに保存情報の一括格納及び一括取出しの機能が必要である。それ  

ら機能は標準機能として備わっていると考えられる。OAIS参照モデルでAICを定義してい  

る以上、OAISはコレクション単位で保存情報を出し入れする機能を持つと考えるのが一般  

的である。   

さらに考案した連携保存モデルのプロトタイプシステムをDSpaceを用いて開発し、サン  

プルデータを用いてモデルの検証を行った。プロトタイプシステムを実際に開発し、預けか  

ら返却の一連の流れ及び開示機能を実行することで考案したモデルが実際にシステム化し  

て運用可能であることを確認した。また、プロトタイプシステムの開発はモデルの形成過  

程・精撤化において有益であった。   

OAISは長期保存を実現するシステムである。しかし1つのOAエSシステムが単独で保存  

情報を保存するよりも他のOAISシステムと連携して保存する方が長期保存性が高まること  

は自明である。保存情報を預けておくことで、源システムが災害等で保存情報を消失したと  

きに目的システムから預けている保存情報を返却してもらうことが可能である。さらに、源  

システムが何らかの理由で運用を終了した際には預けている保存情報を目的システム側で  

捏供してもらうことも可能である。しかし、保存情報を預けることの最大の利点は別の所に  

ある。それは源システムが預けた保存情報のことを忘れてしまった遥か未来に、目的システ  

ムが源システムから預かった保存情報を発見しそれを解読し、世の中にそのコンテンツが提  

供されることである。カプセル化された源システム側保存情報はⅩML文書化されており、  

その中には文字列化されたコンテンツの他にビット列から文字列への変換に用いた手法、保  

存記述情報や表現情報といったメタデータが記述されている。さらにカプセル化された源シ  

ステム側保存情報には目的システム側で表現情報と保存記述情報が付けられている。このよ  

うな保存情報に解読方法を記述した文書や開示・開封を実行するプログラムを併せて預ける  

ことになる。遥か未来、預かった保存情報が発見されたとき、これらの情報を元に目的シス  

テム側の人が預かった保存情報を解読することになる。解読のために必要な情報をコンテン  

ツと共に目的システム側へ将来解読できる形態で預ける手法を考案した点が本研究の最大  

のポイントである。  
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